
第Ⅱ章石のカラト古墳

　　　　　　今日的視点でいえば、やはり土嚢状のもので端を抑えて版築をおこなったことは確実である。

２種の土嚢　そこには最大で0.31n以上の長さを計る塊が見られ、おそらくその倍ほどの土嚢が用いられて

　　　　　　いたと考えられる。しかし、２種の土嚢を使用していた可能性もある。すなわち、一番外を抑

　　　　　　えるのに0.5m以上の土嚢をもちい、そのすぐ内側にあたかも詰め物のように0.4mほどの薄い土

　　　　　　嚢も使ったように観察できるところかある。

　　　　　　③墓道(Fig､7・16、PL 5・9－1～3）

　　　　　　　墓道は第２トレンチでその西半をほとんど掘り上げており、東の壁では墓道の埋土の断面を
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　①■基遊埋土（暗灰褐色粘土）

　②口基道埋土（暗灰褐色砂質土）

　③■基道埋土（明灰褐色砂質土）
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Fig』6石のカラト古墳墓遺および石槨1:50
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４発掘調査の成果

残しているか、西では墓道の西壁を直接検出している。検出範囲は長さ4､4mである。

　墓道の形状は平行する東西の壁が石槨前面に急速にすぽまり、石槨両側壁前端に取りつくよ　墓道の形状

うになっている。中軸で折り返した場合、墓道が広がったところでの幅は上面で約3.1m、底面

で約2.2m、それより南ではさらに緩やかに広がっていく。墓道の傾斜は南に10％と比較的緩い

ものである。

　この墓道面上の遺構としては、西側コロレールの抜き取り跡最北端のわきに上面径20cm、深　柱　　穴

さ同じく20cmほどの柱穴が１ケ所だけみつかった。東側の対称位置にもその存在が予測され、

墓前祭に関わる遺構とみられる。そして、石槨前面から2.5m南へ離れた墓道面に東西1.2m、南

北1.5mの範囲にわたって小石を凸字形ないしＬ字形にＩ層敷き詰めた遺構が検出された。

　凸字形になろうがＬ字形になろうが、古墳の中軸上にあたる部分が石槨の方へ0.5mほど突出

している。

　これも墓前祭に関する遺構とみて間違いないが、喋敷の周囲では何ら特別な遺物はみつかっ　磯　　敷

ていない。その位置は下方部テラスの下、墓道出口付近にあたる。西寄りには大きめの河原石

が多用され、中寄りは小さめの石が使われている。コロレールの抜き取り跡は、この範囲では、

下へ続いている様子であったが、先に述べたように抜いたあとに埋め戻して墓道を整えている

ため、敷石検出面では明確にその抜き取り跡は見えない。

　Fig. 7の墓道東壁のセクションから、墓道の埋め戻しは扉石閉塞後、大きく３段階の工程を　墓　　道

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋め戻し経ておこなっていることが窺われる。まず、細かい単位の版築層の①が墓道外側に向かってか

なりの傾斜をもって積まれる。これは粘土質で端を土嚢で抑えることはしていない。これに続

いて、下方部墳丘コア部分の端とともに墓道壁際も土嚢で抑えながら版築をおこなって石槨扉

石と墓道内を②の版築でほぽ埋める。最後に上円部に相当する開口部分を③で埋め戻し墳丘コ

アの成形を完全に終えるという工程かわかる。①と②は灰色、褐色の粘土各層の境に灰色砂が

入り込む層の版築であるが、③は明灰褐色砂質土で、小バラス、粘土ブロックの混じる互層と

なっている。

　なお、須恵器皿(Fig. 21 - 1)がこの墓道の埋土①あるいは②から採集されている。　　　　須恵器皿

④石槨(Fig. 17～19、ＰＬ.10～12）

　石槨は墳丘中央に位置し、主軸は北で西に約13度48分振れている。二上山で産出する凝灰岩　横口式石槨

製の切石による組み合せ式石槨で、ここでは横口式石槨と称する。石槨の内法規模は東側壁で

2.59m、西側壁で2.60m、幅は床面中央で1.03m、天井部で1.04m、高さは東側石、西側石それぞ

れ中央で1.065mである。天井部は屋根形に削り込まれていて、0､1mほど上げられている。床面

は北側が高く、南に向かって緩やかに下降し、比高は2.3cmを計る。天井石外側の目地には灰白

色粘土で目張りしている。

　石槨各部は計16石で構成されている。ただし、このうち盗掘によって最南端の天井石は失わ　計16石

れている。床面を構成する石は４石からなる。後述する天井石同様、隣接する石と接する側面

は相欠きとしているらしく、目地からそれぞれ0.23cmのところでその跡が確認できる。それに

よると南側の床石から順次北側へ４枚敷き並べていったと考えられる。

　床石の長辺は推定で1.7m、床石のうち短辺の長さがわかるのは、内側の２石で、南から２石

目のものかO､89m、3石目のものが0.88mである。東側壁を構成する各石は南から下辺、上辺の
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Fig.17石のカラ｝古墳石槨外面実測図1:30

-

　　　順に記すと、長さは１石目ｶ尨82m、

　　　0.85m、2石目が0.88m、o､88m、

　　　3石目が0.89m、0.89m、西側壁

　　　は１石目がo､86m、0.871n、2石目

　　　が0.88m、0.88m、3石目が0.86m、

　　　0.86mであり、東側石南端のみや

　　　や小さいが、0.87m平均で作られ

　　　ている。

　　　　最南端の床石の厚みは、扉石を

　　　はめ込むためにＩ段下げたところ

　　　で0.45mを計る。側石はそれか載

　　　る床石のへりを１段削りこみ、対

　　　する側石下端もその段に応じるよ

　　　うに内壁側角を落とし、側石内壁

　　　と床石上面とが隙間なく組み上が

　　　るよう工夫されている。側石に相

　　　欠きがあったかどうかは明らかで

　　　ないか、おそらく奥壁を設置して

　　　順に前へそろえていったと考えら

　　　れる。側壁と天井石とはいわゆる

　　　逆印寵蓋の方法によって固定され

　　　るようになっている。つまり、側

　　　石の上面を20cmほど、内側が1 cm

　　　低くなるようにし、そこにはまる

　　　ように天井部は側面から15cmのと

　　　ころで段を作り出している。また、

　　　側壁南端部分は8cmの幅で約1 cm

113　落としているが、これは失われて

　　　しまった南端の天井石がそこで安

　　　定するようにしたもので、そこよ

　　　り南にどの程度天井石が張り出し

　　　ていたかは定かでない。

112　石槨前面では、扉石を載せやす

　　　いように床石上面を前方ほど広く

　　　１段落としている。これは側壁に

　　　対する削り込みよりもさらに深い。

　　　扉石は長辺1.3m、短辺1.06mで、

　　　底面と上面は平らであるか、両側



４発掘調査の成果

石に接する範囲のみ斜めに削り込んでいる。これに対応して、最南端の側壁石は内側を鈎の手

に刳ってあり、そこに扉石をはめ込むようになっている。なお、扉石と床石の間には小石をい

くつかかませて安定を図っている。また、扉石上面に上場で10cm、下場で5cmほどの小さな方

形の凹みかあるが用途は不明である。おそらく、盗掘後の際かその後に加えられた傷であろう。

　天井石は南から２石目のもので長辺1.7m、短辺o､87m～0.92mを計る。天井石どうしは床石同　天井石

様相欠きによって接合を強化しており、上面から0.28～0.30m付近で相欠きが確かめられる。相

欠きの具合からやはり南から架けていったように見える。失われている南端の天井石が仮に一

番北の天井石と同じ短辺長をもつならば、扉石をはめない状態ではほぼ南半分が側石の南端よ

りはみ出ることになる。そのためにも南から天井石をかけ始めて、２石目の相欠きによって転

げないように抑えたと解釈できよう。天井石どうしの組合せは北の２石間の接合があまりきれ

いでない(PL. 11- 1)。

　天井石の幅は下面で測ると奥から順に0.87m、0.87m、0.88mで、最南端も同様の幅の天井石

であった場合、扉石がちょうど完全におさまることになる。先に述べたように天井石内面は側

石の接するところから屋根形に削り込み、lOcm高さを上げている。狭くなった天井内面の幅は

0.66～0.68mである。

　天井石の外側目地には灰白色粘土が詰めてある。また、奥から２番目の天井石の上に薄く広

く粘土が覆っていることが観察されるように、本来、天井全体を薄く粘土か覆っていたと見て

よい。

　それぞれの石の表面には基本的に暫やチョウナの痕跡か残っているが、荒削りのままのとこ

ろと比較的丁寧に仕上げているところがある。たとえば北端の天井石の後方側面は上方約20cm

が荒削り、下方35cmが丁寧な仕上げとなっている(PL. 12- 3)。石室内部は水磨きがなされ平滑

な面を呈しているが、部分的に壁の上部と天井部は風化してはがれているところかある。外面

に残る塹やチョウナ痕からは工具の刃の幅が5clのものと6cmのものとがあることか確認され

る。奥壁裏側、扉石南側も明瞭に工具痕跡が残る仕上げとなっていて、石槨内面についてのみ

周到な配慮がなされていることがわかる。ただし、関連する終末期古墳にみられる漆喰の塗布

は壁面で確認できないばかりか、目地にも詰まっていなかった。また、組み合わせる場所をあ

らかじめ示すような計画線をつけた痕跡もみつからなかった。

　こうして組み上げられた石槨の形態は、石槨内面か天井を家形に仕上げていること、そして

扉石で閉塞した場合、扉石左右側面が側石の前方でかなりむき出しになることなどが、大きな

特徴で、いずれの特徽も法量は異なるがマルコ山古墳のそれと類似する。

　石槨内部には大量の土砂や裸が流入していた。開口部ほど厚く堆積していたのではなく、ほ

ぼ水平、どちらかと言えば奥壁側か厚く堆積していた。埋土は上から禅を含む腐植土、下方ほ

ど喋を多く含む明黄褐色土と続くが、このように裸が多いのは、開口部から石を投げ込むこと

か地元の人々の間でさかんにおこなわれたことを示しているのだろうか。その下に、北側に茶

褐色土、南に黄褐色砂質土が端ほど高く堆積し、もっとも下層に黄褐色砂質土、灰褐色砂質土

が薄く堆積していた。

　奥壁寄りの茶褐色土からは、Fig. 21-4に掲げたような土師器皿が破片だがかなりの数出土

しており、それらは主に灯明皿として使われたと見られる。近世になって盗掘にあったか、あ
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Fig.18石のカラト古墳石槨内部実測図1:20
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第Ⅱ章石のカラト古墳
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１黒色腐植土　２明黄褐色土葬・バラス大量に含む

３茶褐色土葬含む（墓道の版築土かj　4貪褐色砂質土（バラスなし）

５黄褐色砂質土（黄褐色土ブロック・葬混じり）６灰褐色砂貧土

０ 2m

42

一

Fig』9石のカラト古墳石構内堆積土断面図・平面図1:30

るいはすでに盗掘されていたあと、近世にそこが何らかのかたちで利用されたのだろう。

　床面で検出できた本来の副葬品としては、唯一扉石から0.5mほど北に行ったところでみつけ

た刀の責金具があるだけで、これもその出土状況から本来置かれた位置を大きく動かされてい

ると思われる。このほか床面近くの砂質土中から棺の一部とみられる漆塗製品の破片が東壁付

近でやや集中して出土している。それ以外の遺物は、水洗選別によって流入土の中からみつか

ったものである。それらの中には金箔片も含まれていた。

　なお、Fig. 19平面図に見る棒状のものは竹の根などの植物の痕跡である。



Ｂ　出土遺物(Fig. 20・21、巻頭図版3、ＰＬ.13）

４発掘調査の成果

　出土品のうち、自然科学的分析は第Ｖ章で報告する。

大刀装具(Fig. 20- 1～3）鞘尻金具と責金具、そして柄の部材が残っている。

　２が鞘尻金具で銀製、おそらく蝋付け法を用いて薄い袋状に成形している。側面形は先端が

丸みをもつ長方形で、端部は幅２皿の面をもち側面との間に明瞭な稜（鎬）を作っている。現

状では内部に鉄刀の切っ先が詰まっていて、口には責金具が１個固着している。この責金具ま

で含めて長さ3.5cmあり、厚みは銀本体部分では最大1.0cmである。この責金具に接するか、わず

かに隙間をあけて厚みのある革状の残存物が金具の側面に貼り付いていて、佩表や佩裏の広い

側面では1.9cinの間隔をあけて直線的に途切れていることか観察される。この革状の残存物によ

って挟まれたところには何か別のものか貼り付けられていたと見られる。しかし、何ら接着剤

などの痕跡は認められない。

　むき出しになっている銀の表面は、側面では縦方向の刷痕が観察され、中央付近はやや金色

を呈する。また、端面との稜付近はやすりによると見られる細かい刷痕が付いている。

　責金具は２の鞘尻金具に付いているもの以外に１の単独のものがある。１は、石槨床面で検

出したものである。倒卵形で、長径3.5cni、短径1.8cm、側面からみた幅0.35cmに作られている。

表面は稜をもち、対して、内面は平らで、両者の間にわずかに１㎜にみたない面があり、そこ

にやすりがけの痕跡が明瞭に残る。

　もう１点の鞘尻の約金として２に見るものは長径2.9cm、短径1.1 cm、幅0､3cmで、１に比べて稜

がよりはっきりしている。

　３は直線的な部材だが、責金具と同じ断面形で長さ4.0cm、幅2.8!m、厚さlA＼mの細長いもので

ある。一端は斜めに薄くつぶして端とし、反対の一端は別材に連接すべく相欠き状にしてある。

当該期の大刀装具の中で、このような直線的な部材を探すと、正倉院宝物の中に黄金荘大刀第

１号（中倉８〉が鞘を白鮫皮で包んで佩裏中心線で金板金を施して挺を形成しているのが参考に

なる。本例も捉の部材として利用されたと考えられるであろう（正倉院1977)。全面に丁寧なや

すり仕上げがなされる。

　これらの装具はいずれも銀製で、同一の大刀の装具であったと見られよう。古墳時代の伝統

的大刀とは異なるいわゆる唐様の大刀の装具に属する。中でも東大寺に伝わる銅漆作大刀第10

号（中倉８）や黒作大刀第13号（同）の類に鞘尻金具の形制は似る。１の責金具は格段のデザイ

ンをもたないので鞘口か把の責金具（約金）かのどちらかであろう。

　黒作大刀と比べて本個体は、完全銀装で作られていることから、装飾性が高いということが

できよう。出土している金箔がこれにともなうことはまず考えがたいか、鞘尻金具両側面に貼

り付けてあった別の装飾の存在を考えればやはりかなりの儀杖的性格をもっているものと言え

よう。

金製玉(Fig. 20-4)直径8.8 、重さ6､37g、黄味の強い金色を呈し、光沢は鈍い。表面はと

ころどころ黒く汚れ、細かい傷が無数に走る。完全な正球形に近いか、若干いぴつで、１ケ所

に径約１㎜ほどの円形の窪みないし平坦面が観察される。これはおそらくその部位に別の工具

が当たった跡とみられる。
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Fig.20石のカラト古墳石槨内出土遺物】：ｌ

　　銀製玉(Fig. 20-5)直径11.8㎜、重さ9､1g、表面は錆のためか黒色化が進んでいるか、まだ

　　らに白銀色がきれいに見えるところもある。正球形ではないが、たたきながら球形に仕上げて

　　いる感じがある。金製玉同様、数ケ所に径１㎜に満たない円形の窪みかある。これも工具の当

　　たった痕跡と思われる。

　　琥珀玉(Fig. 20-6・7）図化できるものはこの２点である。赤みを帯びた茶褐色を呈し、５

　　片の断片となっているか、同一個体になるかどうかはわからない。１片をのぞき４点ともすべ

　　て球面を残すものの、紐孔の有無はわからない。直径1.9cmに復元できる。

箔　金箔（巻頭図版3-3)いずれもくしゃくしゃになったもので最大のものでも５×２ｍである。

　　石槨内堆積土を水洗して採取したものであり、石槨内での分布の粗密はわからない。他の材質

　　のものに付いていた痕跡や、顔料などの付着は今では観察できない。

片　漆片(PL. 13-3)いずれも細かな破片で最大のものでも１辺１ｃｍに満たない。石槨内の東壁

　　に比較的集中してみつかった。非常に薄い何かから剥がれたような状態で、内面に布目痕を残

　　すものと木地のようなものを残すものとかある。また、片面に水銀朱が付着する残片もわずか

　　ではあるが存在する。こうした状況から、厚く漆で布を重ね合わせた爽絆棺というよりも本体

　　は木か何かで、その表面に布を張ってその上から漆を塗り重ねたような棺の存在が推定され、

　　その表面の漆膜が残ったものと考えられる。朱のっいた断片かあることから、ことさら棺以外

　　の製品にともなう可能性を追究する必要はないであろう。もちろん朱のついた面は棺内面とい

　　うことになる。

須恵器　土器(Fig. 21) 1が墓道埋土に入っていた須恵器皿Ｃである。口径10.5cm、高さ2.5CD1を計る小

　　　　　　型の皿である。口縁端部を外側に引き出す。底部外面はヘラ切り後ナデ調整で整える。

　　　　　　　２と３が第２トレンチの墳丘南裾外側の堆積土から出土した。２が須恵器杯Ｂの蓋で復元口



二二心ぺ

口二三
Fig.21石のカラト古墳出土土器１：３

４ 発掘調査の成果

10cm

⊇ノ1

径16.6cin、つまみは残っていない。３は須恵器杯Ａで残りは悪い。復元口径13.5cm、高さ3.1cmで

ある。底部外面はヘラ切り後ナデ調整を施す。

　古墳に関係する可能性のあるものとしてはこれ以外に、土師器細片があるか形はわからない。

　４が石槨内の茶褐色土から出土した土師器皿の中で、比較的形のわかるものである。復元口

径10.8cra、胎土は白褐色で焼成は良好。近世前半、ｎ世紀頃のもので、灯明皿として利用され

たものであろう。比較的まとまって出土しているので、石槨の盗掘時ではなく何らかの目的で

すでに開いていた空間を利用した時期を示すものであろう。

　５が第２トレンチの暗茶褐色粘質土から出土した土師器皿で、復元口径13.0C111を計る。口録

部付近を幅広くョコナデするもので、底部外面にはユビオサエの痕が残る。茶褐色で焼成は普

通。11世紀頃のものと思われ、この時期に最初の盗掘がおこなわれた可能性を示唆する。

　１は年代を限定することの難しい須恵器皿である。いっぽう２と３は奈良時代前半に下るも

のだが、墳丘外での出土であり古墳築造時期を示すものではない。
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丘陵先端に

立　　地

地区割り

掘割り

調

の
査

第Ⅲ章ヽ音乗谷古墳

１　古墳の立地(Fig. 1 ･ 22、PL 14- 1）

　音乗谷古墳は微視的に見ると、北に谷を擁し、東北へ張り出す奈良山丘陵の支丘陵の先端部

に位置していて、周辺ではかなり目立つ位置にある。眼下に皿池を臨み、丘陵裾からの比高は

わずか５ｍほどである。

　そのすぐ南の東向き斜面には音如ケ谷瓦窯（第９号地点）があり、さらに南の歌姫西瓦窯【第

12号地点】とともに、今日、一体で整備がなされている。それ以外に須恵器窯が第10号地点など

で見つかっているか、古墳はこの一帝では確認されていない。ただし、音如ケ谷瓦窯跡のSK17

から出土した円筒埴輪(Fig. 80)は後述するように音乗谷古墳の埴輪とは型式学的特長を異にす

るものであるため、音乗谷古墳以外の古墳、あるいは埴輪窯跡か近くにあった可能性も捨てき

れない。今のところ古墳か確認できるもっとも近いエリアは後述の第13号地点・第15号地点の

ある奈良山丘陵東部ということになる。距離にして1.2k・ほど離れている。

２　発掘調査の経過

Ａ　発掘区の設定と調査の経過(Fig. 23)

　1972年10月初めに音如ケ谷瓦窯跡の南西に位置する奈良県側歌姫地区の第10号地点で、須恵

器の窯跡を調査した後に、1972年10月12日から須恵器窯跡と同じ丘陵の北端に位置する本古墳

を調査することになった。

　墳丘は竹の土取りによって相当削り取られていたか、まず北東側の墳丘崖面を削って盛土の

状態を確認するとともに、測量調査ならびにテストピットを墳丘の乗る尾根をまたぐ形であけ

ることから開始した。その際に、南側裾から多数の埴輪が出土したため、範囲を広げて発掘し

た結果、掘割り状の遺構が掘り上がった。この時、その掘割り内の南西側に赤く焼けている部

分があることか注意された。

　掘割り部分に続いて、古墳本体の調査を実施した。まず墳丘を南部、西部、北部、東部に４

分割し、それぞれＡ区、Ｂ区、Ｃ区、Ｄ区と名前をつけた。それらの境界の中心をX30、Y30とし、

ＸＹ座標によって地点を表現する方法とともに、２ｍずつ北東一南西方向のＸ軸にアルファベッ

トを、北西一南東方向のＹ軸に数字をつけ、その併記によって地点を呼び分ける方法も用いた。

　まずＡ、Ｃ区の表土から剥いでいった。調査が進むにつれ、Ｃ地区の中で、墳頂と思われる

ところから円筒埴輪と形象埴輪か良好なかたちで出土した。いっぽう、Ａ区では掘割り内に見

つけた焼けあとのある土坑は、掘割りか埋まる中で掘り込まれたものであることが知られた。
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０

２発掘調査の経過

1001r

一

　　　　　　Fig. 22音乗谷古墳付近遺跡分布図1:3000

1. m2a号地点（音乗谷古墳）２．弟９号地点（音如ナ谷瓦窯ｊ　３．第10号地点

１．第12号地点（歌姫西瓦窯）５．弟ｎ号地点　６．弟18号地点　７．大畠遺跡
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埋葬施設の

調　　査

第Ⅲ章音東谷古墳

　この問、Ａ区の掘割りから引き続き埴輪が多数出土した。円筒埴輪のほかに人物、動物、玉

杖、双脚輪状文形埴輪などの豊富な資料が得られ、それに続く南東斜面からは円筒埴輪のほか

に蓋形埴輪や須恵器片も出土した。

　続いて、Ｄ区の詞査とともに埋葬施設の本格的調査が10月26日より開始された。Ｄ区でも埴

輪の集中域を確認している。埋葬施設は徹底的な破壊にあっていたか、平面検出により、墓壕

とともに石室の裏込めの粘土が残っていることかわかった。このことから、埋葬施設は横穴式

石室だったとしても羨道から玄室にかけて段がっく特異なものであろうと考えられた。

　埋葬施設内部を掘り下げるにあたって墓礦にあわせて畔を切り直し、四分法により進めたが、

やがて盗掘で床面の大半まで攬乱されていることがわかった。床は本来バラス敷きで、それが

残っているところでは鉄鏃など若干の遺物を検出した。

　この段階で11月４日にいったん作業を止め、12月18日より再開した。そこでは、埋葬施設南

側に排水溝を確認し、残存する部分を全て検出した。最後に排水溝と盛土、墳丘構築関係など

を調べ、はじめてこの石室に石材が使用されていたことが判明した。調査面積は125�。

Ｙ

Fig.23音乗谷古墳調査区地区割り図1:300
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Ｂ　調査日誌

1972年10月12日【木】晴れ

　丘陵先端郡にある音乗谷古墳の詞査にとりかか

る。作業は墳丘の下草集め、竹林によって削られ

ている封土断面の清掃。断面の清掃作業中、封土

から埴輪片を多数発見。

10月13H (金）晴れ

　壷掘り、古墳北東竹林側の断面を削る作業開始。

墳丘裾と西南尾根上テストピットから多数の埴輪

片か出土した。西南尾根上テストピットを拡大し

たところ禰と考えられる溝を検出し、人勧・動

物・双脚輪状文・玉杖を含む埴輪片か多数出土。

掘割りの西南側か焼けていたか性格は不明。溝上

面から須恵器高杯脚片出土。断面観察の結果、約

３ｍの盛土をした古墳であることが判明した（後

に訂正）。なお、テス｝ピット中から甕腹片か出

土したが性格は不明。

10月14H (土）晴れ

　音乗谷の調査対象地の地区割り。10月６日の発

掘開始以来、「Ｋ」区としていた府県境から古墳ま

での問を［Ｋ］とFLjに分ける。

10月16B (月）晴れ

　壷掘りピットを開ける。4PoJの測量を開始し、

約半分を終了。

10J117日（火）曇り

　丘陵の陵部、伐採と壷掘り１始。本日で終了。

測量済み部分から本の擬抜き。

10月18日（水）晴れ

　測量完了。２班に分かれＡ・Ｃ地区の表土剥ぎ

開始。Ｃ地区から円筒埴輪３・形象埴輪】が出土

した。

10月19日（木）雨

　雨天のため作案中止。測量図のトレース。

10月20日（金）曇り

　4PoJ-A区、封土を30c･ほど掘り下げると、主

体部と思われる部分の輪郭が現れた。外側に良質

でない粘土、内側に封土表面を覆っている黄褐土

が見られるのは、黄褐土が落ち込んでいるためと

思われる。一昨日はＣ区で主体部の一部が顛を出

したか、そのときの判断よりも大きく広がること

がわかった。またＡＵ７を中心に、焼けた3c･程の

璧をもつ遺構を検出。90×60cin四方程度の長方形

プランをもつことが判明し、掘割りに沿って延ぴ

るのではないかという予想ははずれた。南西側の

壁は焼けか顕著。この遺構は掘割り埋土（黄褐土）

の上から切り込んでいる。Ｃ区において盛土と地

山の境界を検出。eaoQmコンターとほぽ一致する

（後に訂正）。地山は小円雌混じりの砂貿土（砂裸

層jである。盛土の端、墳端とは速断できないが

一応の目安はついた。

２ 発掘調査の経過

10月21n【土】晴れ

　本日はＡ地区の調査のみ。測量のため墳頂部に

打った基準杭を主体部調査の必要上、東南gKラ

イン上）に移した。調査をＡｎ７の掘割りに集巾。

焼け壁の検出された遺構を残し掘りあげた。A117

での深さは地山上面からｌｍ程度であるが、AJ17

では次第に浅くなっている。地形の関係からであ

ろう。したが、てこの掘割りは北西方面にはこれ

以上遺構として残されておらず、南東方向にはま

だ延長すると考える｛いくっかのテス｝ピッ｝に

その一部か確認できている）。造物としてAI・

AJ17の埋土中から発見された埴輪片がある。10月

13日に詞地点から出土した玉杖形埴輪と同様の破

片も含まれる。本日の調査でＡ区の地山の地形が

凹凸の著しいものであることが判明したが、人為

のものであるかは不明。

10月23日（月）

　Ａ区墳丘裾から排土開始。

10月24日（火）晴れ

　Ａ区墳丘斜面の排土。ＡＦ・AG14～15に落込み。

10月25日（水）晴れ

　Ａ区墳丘東南斜面の排土。埴輪片採取。墳端は

まだ未掘である。Ａｎ７の掘割りか南東方面へ続く

ことを確認するため、AH17・18埋土の排土をお

こなう。約90％掘りあげる。All 7と同様AH17に

おいても埴輪片が多く、溝底近くに不規則に萬ち

込んでいる。出土遺勧はＡｍ７ではトロ箱２杯分の

埴輪が出土。円筒のほか、玉杖やA117出土品と同

一個体の動勧を含む形象埴輪がある。また、砥石

と思われる石製品｛後に否定される｝も出土して

いる。東南斜面は円筒や蓋形などトロ箱1／2杯分

の埴輪と、受か器台と見られる須恵器１片が出土。

10月26日（木3晴れ

　Ａ区東南側墳端の検出をおこないつつあるが、

まだ確実にはつかめず。山土が堆積し、かなり深

い。Ｃ・Ｄ区にかかる崖面のセクションで地山と

盛土の境をつかむことか必要。Ａ区の溝はAF17で

曲がる。主体部輪郭を出すため40c･幅の畔を残し、

プランの検出にかかる。粘土の内側から測って

4.7mの墓壊である。DJ7で円筒埴輪を検出。

　発掘の進行方法に変更あり。明日から主体部の

発掘にかかり、ｎ月４日までに完了。ｎ月６日か

ら阿弥陀浄土院と77次宮内の二手に分かれる。阿

弥陀浄土院終了（12月５日）後、音乗谷古墳の項

形調査と須恵器窯の実測。宮内の調査はそのまま

続行。以上のような段取りとなった。

10月27 H {#) mのち晴れ

　画のため午前は作業中止。午後からＤＪ８にヤグ

ラを組み、四分法による発掘の進行状況を撮影。
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第Ⅲ章音乗谷古墳

ヤリカタ測量の貫板の墨打ちと杭打ちをおこなう。

　明日は0351Uモノクローム写真撮影。c-V'Jカ

タの貫板打ち。③現在掘ったところまで、封土の

セクションとり。④主体部の畔をはずす。⑤主体

部の図面をとる。そして主体部の発掘。

10月28日（土）晴れ

　ヤリカタの貫板打ち後、X-30.000、Y-30.000

のラインで主体部畔のセクションをとる。畔をは

ずした後、佃氏による写真撮影。主体部中心と考

える点を基準に十文字に水糸を張り、四分法によ

って主体部の発掘を開始。粘土の内側から始める。

主体部をI～IVに分け、その中から取り上げる遺

物はｘ軸とｙ軸からの距離によって求めるこことし

た。I ( + x、－ｙ）、n {-X、－ｙ）.Ｉ（－

xヽ＋ｙ）、N f+x、＋y）。主体部のみに用いたこ

のx軸、ｙ軸は、ヤリカタ測量に用いたＸ軸、Ｙ軸

とは逆となる。u・n/を数㎝掘り下げたところ、

落ち込んだと思われる埴輪片か出土。

10月29日（日）晴れ

　昨日のⅡ・IV区の掘り下げにより主体部内側に

褐色土の部分が認められ、中央かさらに低くなっ

ていることが予想された。同様の状況を確認する

ためI ･ in区を発掘したところ、褐色土の上に粘

土があり、あと数c･掘り下げればこれがなくなっ

て褐色土か現れると思われる。この粘土は櫓の上

の粘土が落ち込んでいるのであろうか。遺勧は須

恵器片・埴輪片が、粘土の内側傾斜面に貼り付い

て出土した。この現象は花岡岩の暉についても同

様（特にＩ・ｌ区において）であるか、花胸岩の

性格はまだ不明。

10月30a (月）

　昨日の予想どおり、中央の粘土は暗黄褐色土上

に数c･の厚さで乗っていた。この粘土を掘りあげ

暗黄褐色土の掘り込みを調査。しかＬ遺物は須恵

器や埴輪小片のみであった。よって、主体部の底

まで握りっくした可能性もあるか、それにしては

性格のわかる遺物や遺構が出ないため様子がおか

しいとも考える。調査貝一同これで終わりかと落

胆す。しかしこれ以下の土層にもさらに須恵器・

埴輪片の混入が認められたため、主体部か盗掘に

あっていることか判明。よってこのプランか盗掘

で偶然に主体部の掘形のような形状をなしたもの

であることがわかった。須恵器片には杯・長脚二

段透かしの高杯・器台があり、６世紀前半と見ら

れる。盗掘時期を示す遺物は発見されず。

10月31日（火）

　盗掘の程度を確融するため１区を掘り下げる。

ここでは主体部下の粘土にまで盗掘が及んでいた。

Ｉ・IV区において主体部の棺下に敷いたと考えら

れる小円塚（黒色の河原石）を検出。これも盗掘

時の撹乱によりごく一部を残すのみ。出土遺物は

鉄鏃約20本、須恵器片、鍍金を一部に残Ｌた辻金

50

具らしきものの破片４．

ｎ月１日（水）晴れ

　昨日に続きＵ区を掘り進める。畔をとり主体都

底面および盗掘面全体を検出。昨日、●床として

検出したものか原位置かどうか疑わしいため、実

測後さらに掘り下げて駄目押しすることに。

ｎ月２日（木）晴れ

　主体部、Ｃ・Ｄ区埴輪、Ａ区の溝、構内の特殊

ピッ｝の実測をおこなう。主体部はセクションと

レベル取りの仕事を除いて終了。特殊ピットの焼

け壁については熱残留磁気の測定を依頼すること

になっている。

ｎ月４日（土）曇り

　鼎床の遺物を取り上げる途中、辻金具の中心部

の丸い部分を発見。作業終了。シートをかぷせ、

主体部と溝の部分を12月まで保護する。

12月18日（月）晴れ

　作業再開。墳丘断ち割り開始。甫に南北方向の

接木施設。

12月22H (金）

　玉石排水溝の構造と盛土と地山の境について検

討。堀の東側で埴輪を検出したため、傾斜に沿っ

て掘り進める。

　排水溝|よ両側に長めの石を近接して並べその上

に偏平な蓋石を乗せたもので、底に石はない。粘

土層中に作られており、掘形は確認できず。この

粘土層が盛土か地山か議論を呼んだ。塵土につい

ては、排水溝の設置された灰色粘土層までを盛土

とする説と、その上の層より盛土とする説に分か

れた。前者については排水溝が粘土層中にあり掘

形がみつからないこと、花筒岩を含んでいること

を理由とする。また後者は、掘形がみっからない

ことを同じ粘土で埋めたからと判断したため。議

論の結果、灰色粘土層を地山とする。

12月23日（土）雨

　雨のため作業中止。全貝77次へ。

12月26日（火）晴れ

　暉床下での排水溝石組みの構造を確認するため、

石の一部を取りはずす。排水溝は北辺まで続き、

花筒岩の犀の部分で止まっていた。このため花同

岩の広がりを追って拡張した結果、コの字形のよ

うに取巻いていることを突き止め、この古墳が石

室を持っていたことが判明した。青灰色粘土層中

に花尚岩を含んでいることも解決した。石室が横

穴式か竪穴式かは残存部からでは直ちに結論を出

せない。また、石室が終わると考えられる部分か

ら排水溝に蓋石がかぷせられている。

12月27H <水）晴れ

　埋め戻し完了。
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Fig.24音乗谷古墳墳丘測量図1:200

２発掘調査の経過
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墳丘北半は

残存良好

掘割り

第Ⅲ章音乗谷古墳

３　発掘調査の成果

Ａ　音乗谷古墳の現況(Fig. 24}

　音乗谷古墳は、昭和39年の分布調査の際には実は確認できなかったのだが、その後埴輪か発

見され、古墳であることかはじめて明らかとなった。調査前は測量図に見るように、北半で東

西にやや円形の等高線がきれいに回るように見える箇所以外は、原形を留めておらず、後世の

改変が著しいことが知られ、中でも南西からの墳丘の削り取りが大々的におこなわれている。

　調査前の墳頂最高所のレベルは63.382mで、北東側の大きく削られた場所の外側の高まりは

60.970m、南西側の削られずに残ったところで62.140mをはかる。したがって、側面より見ると、

墳頂部の高まりは尾根の付け根側にそれほど低くならず、相当削平された姿に見える。

　もちろん、この部分、すなわち古墳から続く南西側背後の丘陵との間に、古墳造営にともな

うカットがなされていることは容易に想像された。調査前にはその削り出しの状況はわかりに

くく、どちらかといえば円墳を思わせるような状況であった。西側の等高線の回り込みは標高

60mのラインまでは何とか認められるが、東側ではほとんどわからない。かりに62mの等高線

がもっとも内側に入り込むところをとると、墳形は長楕円形になってしまうため、調査による

解明が強く期待された。

Ｂ　遺構(Fig. 25、PL.14-2～PL. 17)

　発掘はすべて人力によった。検出された遺構はＡ区の掘割りと火を受けた土坑、墳丘と埋葬

施設である。墳丘には埴輪を並べるが、葺石はない。以下、順に述べる。

（１）掘割り(Fig. 26)

　はじめのテストピットの壷掘りによって埴輪が集中して出土したことから、それを順次広げ

ていくと、古墳を背後の丘陵から切り離す掘割り状地形が明らかになった。この掘割りは上幅

で約４ｍ、下幅は長方形土坑のために掘りきれておらず正確にはわからないが、１ｍ以上の比

較的フラットな底をもっている。本古墳出土の埴輪の多くは下から２層目の暗黄褐色土層から

出土した。

　底は尾根線上か馬の背状にもっとも高く、X=30のＹ軸の通る位置では断面に掘割りは現れ

ていない(Fig. 34)。そして、掘割りは円弧を描くのではなく、尾根筋に直交するように直線的

に続いていることから、この掘割りが円墳を削り出したものではないことがわかる。

　埴輪は特にＡ区H17やＡ区T17付近で掘割り内埋土の暗黄褐色土層からまとまって出土してお

り、その中でも馬形埴輪の残存率か良好であった。地形から見て、それらかもともとあった場

所は狭い西側の尾根上というよりも古墳側と見た方が自然である。先にも述べたように古墳の

南西側はひどく削り取られていて、本来の形はまったくわからない。しかし、掘割りから見つ

かった数多くの形象埴輪と掘割りの形状とを考えると、本墳には南西側に造り出し状の短い前

方部があり、その上面に多数の形象埴輪が並べられていたと考えるのが妥当である。
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３発掘調査の成果

＼

53

ノ



-

第Ⅲ章音乗谷古墳

‾０　　　　　１ｍ
　　一

焼けた土坑

　掘割りの底内側に前

方部端を求め、北西の

60mの等高線か後円部

裾とほは重なると見て

古墳を復元すると全長

約22m、後円部径約

17mの帆立貝形古墳あ

るいは造り出し付円墳

と見ることができる

(Fig. 25)。高さは残存

部までで3.4mになる。

Fig.26音乗谷古墳墳丘南側掘割り断面図1:40
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Fig.27音乗谷古墳長方形土坑平面・断面図1:20

ａ’
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-61.0

へ

（２）長方形土坑{Fig. 27、PL､15- 2)

　ところで、掘割り中に、埴輪を多く含んでいた暗黄褐色土を上面から切り込んで、長軸95cm、

短軸60ciii、もっとも深いところで9cmを測る浅い長方形土坑が検出されている。壁が焼けてお

り、とくに南西辺が厚さ3clまで焼けていた。中には黄褐色土が詰まっていたか、平らな底の

方には木炭が入っていた。出土遺物はなく用途不明であるが、層位から明らかに古墳築造後の

ものであることが知られる。火葬遺構などの可能性かあるかもしれない。

（３）墳丘(Fig. 28・29、PL.15-3～4）

短ぃ前方部　崩落土を剥いだ結果、Fig. 25のように墳丘西側は比較的きれいに等高線が円形にめぐり、墳

　　　　　　丘裾の削り出しの様子がはっきり確認できた。それによると、標高60mの等高線付近が墳丘裾

　　　　　　となることか明らかである。その外側には掘割りはない。

　　　　　　　しかし、南の掘割りがかなり高い位置で止まっているため、実際の墳丘裾は南に向かって

　　　　　　徐々にレベルを上げていったと見られる。標高60.2mの等高線がくびれ部状の形状を見せており、

　　　　　　そこから南が前方部と考えることができよう。その場合、前方部の長さは約6.5m、幅は約12m

　　　　　　となる。

　　　　　　　埴輪は掘割り部分に続く平野部側東南斜面でも比較的多く出土している。しかし、それらは
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いずれも原位置に

あるものでない。

　ほぼ原位置で埴

輪が検出できたの

は、墳頂縁辺の２

地点であった。そ

のうちもっとも良

好なのは、Ｃ区の

X33、Y33付近、

公団杭Ｆ１６－４－

８のすぐ西で検出

されたもので、円

筒埴輪２本と玉杖

形埴輪が絡んで墳

丘上の黄褐色土中

より出土している

{Fig､28)。検出し

た高さは埴輪の高

いところで標高

Y33.0

-

y32.5

-

゛i･-

０

プ
ヅ

×33.0

50㎝

３発掘調査の成果

X32.5

　　　　口

公団杭F16－4－8
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Fig.28音乗谷古墳Ｃ区埴輪1:10

62.8m、低いところで62^mである。２本の円筒埴輪の基部が比較的よく残っていて、そのうち　Ｃ区埴輪

の１本（Ｆｉｇ.55－92ヽPL.34-92)は立った状態で出土しており、もう１本(Fig. 55-99､PL. 35-

99）が外側に倒れたように見える。これらは円形の墳頂縁辺を取り巻くように配列された円筒

埴輪列を構成していた隣りあう２本で、問隔も比較的密であったことがわかる。

　これに覆い被さるように玉杖形埴､In (Fig.49-54、PL. 29-54)が出土したが、破片の中に基部　玉杖形埴輪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墳頂出土をまったく交えていないことからもとの樹立位置を推定しがたい。しかし、玉杖形埴輪の倒れ

方から判断すれば、円筒埴輪列中、あるいはその内側にかなり間隔をあけながら樹立されてい

たであろうと思われる。いずれにしても墳頂に玉杖形埴輪が樹立されていたことが確実に知ら

れる稀有な検出例といえる。

　また、Ｃ区集中域で出土した円筒埴輪は後に述べるが、ヘラ記号、調整、形態などの比較か

ら同一工人か作ったと考えてほぼ間違いないものが多く含まれている｡。

　Ｃ区ほど良好ではないが、Ｄ区においても比較的埴輪がまとまって出土したところかある　Ｄ区埴輪

(Fig.29)c X28、Y35付近である。これは２本分の基部(Fig. 55-97・98、PL 34-97)が埴輪列

の関係を保ったまま墳丘裾側へ倒れた状態を見せているように観察され、それらのさらに外側

に大きく動かされた埴輪か散らばって出土した(Fig. 55-93・95）。どの固体も残存率か高く、

原位置をそれほど動いていないと見られるものの、基部の残る２個体も、本来これより少し南

にずれたところにあったと思われる。検出した高さは62.1m～62.4mとＣ区に比べて若干低い。

　ここで見つかった埴輪にもＣ区出土のものと同工のものがある。

　これら墳頂の２地点かほぼ円筒埴輪列の位置をある程度留めているとすると、墳頂の平坦面　逞頂a円ａ



墳丘裾

破壊された

石　　室
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の直径はmotnと

なろう。

　以上の墳丘頂部

に比べて、噴丘裾

についての情報は

きわめて少ない。

西側の等高線から

見ると、くびれ部

の形状かある程度

残っているのに、

埴輪の出土は少な

い。状況的には、

形象埴輪を多数樹

立した前方部上面

から続くテラスか

後円丘周囲をめぐ

り、そこにも埴輪

が並んでいたとみ

なすには躊躇され

よう。とはいえ段

築テラスかない場

合でも、墳丘裾に

円筒埴輪を並べて

いた可能性は十分

ある。

｜

Fig.29音乗谷古墳Ｄ区埴輪1:10

①石室CFigL30、PL. 16)

　表土を剥いでいくと、長軸約3.0m、短軸約1.5mの範囲で粘土が不整長方形に取り囲んでいる

範囲がみつかった。これは石材の抜き取り後に残った裏込め土が残存したものであるが、発掘

初期の段隋では個々の石材の痕跡はみつけられていない。その内部には褐色土、そして粘土の

順で摺鉢状の堆積が見られ、褐色土の中から花尚岩の環多数が須恵器や埴輪の破片とともに出

土した。このような所見より、早いうちから石室であったことが予測された。

　これらの撹乱土や花尚岩を取り除いたところ、3c・大の環を敷き詰めた床面が北西飼でlm

ほどの広がりをもって現れた。これが本来の埋葬施設の残存都分であり、それ以外の部分は環

敷面より下にまで撹乱が及んでいた。

　この磯敷面のあいまに拳大の平たい石がいくつか見えるか、調査を進める中で小円環を取り

２層の壕敷　除いたところ、その下にも平たい石が広がっていることがわかった。おそらく全面がこの２層



構造の床面であっ

たと思われる。た

だし、後述するよ

うに本古墳では追

葬があった可能性

もあるから、小円

喋は追葬の段階で

敷き直したものか

もしれない。いく

っかの遺物はこの

肆敷の目地から出

土している。

　石室僧体につい

ては床面検出時の

認識が甘く、石材

の残存や抜き取り

跡をみつけたのは

排水溝の検出時で

あった。残ってい

た石材は奥壁寄り

に長さ60C111～80cn]

のものが認められ

るほかは、ほとん

どすべて抜かれて

いた。しかし、そ

れらの抜き取り跡

から見ると、いず

れも長くても80cm、

り0.0

X28.0

Y28.4

／

３発掘調査の成果

|Y 30.0
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一

　　　　　l　　　　　　　　　l

Fig.30音乗谷古墳石室床面検出状況夏:40

卜さい石材

幅が15cmないし20cmほどの厚みのない石材を多数用いて築造したものであったことかわかる。

裏込めの控えも深くない。これは定型的な畿内の横穴式石室には見られない特質である。むし

ろ竪穴系の石室と見た方が妥当にも思えるか、追葬の状況を考えるとやはり横穴式石室に属す

るものであったとみなさざるをえない。

②排水溝(Fig､31・32、PL. 16-3・4）

　奥壁からくの字に緩やかに湾曲しなから南東方向へ排水溝が延びている。全長８ｍほど延び、排水溝

その先は途切れているが、地形の状態からすると本来そのくらいで墳丘東南斜面に開口したで

あろうと考えられる。末端は墳丘想定範囲端にほぼ一致している(Fig.25)。

　排水溝の構造は、掘形がみつけにくかったが、溝を灰色粘土の地山に掘って、その中に底石

を置かず、薄くて細長い石を２列に立て並べ、そこを水が流れるようにしてある。注意される
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Fig.31音乗谷古墳石室排水溝平面・断面図1:40
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３発掘調査の成果

のが排水溝の蓋石の残り方である。奥壁から3.8mのと

ころから南は平たい石で門構えのように覆うのだが、そ

れより北西側はそれが見られない。先に述べたように、

蓋石と一体化した石室底面の平たい石が小円喋とともに、

盗掘の際に剥がされた結果とみられよう。排水溝の蓋石

のない範囲か本来の石室内部と見られるのである。

　よく見ると、蓋石の途切れるところで排水溝が屈折し　石室南壁

ていることがわかり、石室の南壁はちょうどその位置に

あたると推察できるのである。また、傾斜もほぼこの位

置で石室内の緩やかな傾斜か角度をもって降下するもの

になる。これにより石室の長さは内法で3.7m、奥壁沿

いでの幅は1.7mという数値が求められる。

③副葬品の出土状況(Fig. 33)

　主体部関係の遺物のほとんどが、盗掘坑の埋土の中か

ら出土している。図にはレベルは無視してそれらの平面

的な分布状況を示した。

　これらのうち、床面の裸面上で出土したものだけかも　底面上遺物

ともとの位置を保っている可能性かあるが、それらにし

ても追葬や盗掘などによって動かされている可能性を否

定できない。なお、須恵器片については遺憾ながら出土

後、整理途中の混乱により厳密な位置の特定ができなく

なった。

　環残存部で目立つのか辻金具の各部破片と鉄鏃である。

このうち、辻金具に組み合う馬具関係遺物が南にそれほ

ど離れず出土しているので、東側側壁付近に馬具を置い

ていた可能性かある。また、管玉の出土しているのか、

奥壁に接する東側壁際であることは、被葬者が奥壁に頭　被葬者頭位

を向けた姿勢で埋葬されていたか、奥壁に沿って東側に

頭を置いて埋葬されていたかのいずれかであることを推

測させる。そして先に復元した石室幅が1.7mであるこ

とからすると、遺体は奥壁に頭を向けて埋葬されたと考

えた方がよいであろう。

　なお、副葬遺物には棺釘や鑓はまったく認められない

ので、それらを使わない棺が用いられたと思われる。ま

た、刀剣類、工具類も、鉄鏃と同様に各所から出土して

いてもともとの位置を知りえない。

Fig.32音乗谷古墳排水溝蓋石除去後1:40
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④埋葬施設の推定(Fig. 34)

　先に述べた墳頂の円筒埴輪列の検出高は62.5m前後であった。すると、石室床面のレベルが

62.3～62.4mくらいであることはどのように考えられるだろうか。

　もし、前者が古墳築造時の墳頂埴輪列の姿をよく留めているとすると、このレベルの近さは、

そこに十分な高さをもった横穴式石室が存在していたことを想定できる余地を失わせる。その

意味で、かろうじて残っている石室石材はいずれも小ぷりのものを横長に使ったものであり、

いわゆる通有の横穴式石室に見られる構造と異なることと相通じる。そして、すでに述べた墓

礦が排水溝方向においても閉じていることなどを考え合わせると、竪穴式ないし竪穴系の埋葬
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施設を強く推定させる。

　厳密に調査した範囲内で墓墳がどのレベルから切り込まれたかについては確定できないが、

墳丘断面図にあるように盛土をある程度盛った段階に墓積が掘削されていることがわかる。な

お、断面図に見るように基底石を据えるところはさらに１段深く掘り下げている（６層）。

　しかし、このように理解したとしても、削平されている石室高を数十cm、さらにそれを覆う

盛土をさらに数十ｃｍとすると、やはり本来の墳頂は埴輪検出面よりｌｍ前後は高くなくてはな

らない。直径10m前後の墳頂で石室上方と埴輪列の問にこの比高を解消することは特異な壇構

造を想定しない限りまず不可能であろう。

　いっぼう、埴輪列は中開段に並べられたものだったとすることも、全体の墳丘形態から見て

不可能である。

　しかし、後述の須恵器に新旧の２時期に大別されるものがあることは確実である。新しい須

恵器の混在は、横穴式石室への追葬を想定させ、底面の二重の喋敷があったことが思い起こさ

れる。上の考察から、堅固で高さのある石室が存在したとは考えられないが、丈が低いとはい

え横から出入りすることの可能な石室が築かれていたと想定しておきたい。

　排水溝が整っていることからしても、横穴式石室の１種であったと思われ、羨道ないし墓道

は南東に段をもって上がっていくようなものであったと考えたい。

　総じて音乗谷古墳は小丘陵の自然地形を利用して、少ない切土と盛土によって墳丘を完成さ

せた古墳であったと評価できる、南掘割りを掘削した際の土は主として前方部の成形に用いら

れたのであろう。

62



Ｃ　出土遺物(Fig. 35～60、PL. 18～38）

３

発掘調査の成果

　出土した遺物には、埴輪と副葬品として納められた須恵器や金属器、玉類がある。

（１）埴　輪

①形象埴輪

馬形埴輪1 (Fig.35～37、PL.18～20) 1は本古墳でもっとも注目される馬形埴輪である。完形　横坐り馬

に復元でき、全長97.5c・、全高59.1cmを計る。全体的には通有の飾り馬に見えるが、鐙の表現が

なく、そのかわり右体側に限って板状の足掛け装置が表現されているのか大きな特徴である。

　音乗谷古墳から出土した形象埴輪のうちもっとも残りのよいもので、Ａ区の掘割りの中から

出土した。復元にあたっては、できるだけ接合関係を確かめなから位置を決めていったが、左

後脚を除く脚３本と尻尾、それに顔については厳密には胴本体にはつながっていない。また、

脚の長さも推定である。首の立ち上がり角度が緩く、かつ顔の側面か大きいため、側面観は猪

にも似た印象を与えている。いっぼう、胴部はかなり長く造形の巧みさを感じさせる。

　馬装は、面繋と尻繋からなり、胸繋はない。面繋は先端にｆ字形鏡板を付けるものである。馬装表現

低いが幅の広い帯を鼻の上と目の後ろに回して、それを耳の後ろから延びる帯に伏鉢形辻金具

を使って固定している。このうち、目の側の辻金具は責金具まで表現してある。また、ｆ字形

鏡板は頭部左側に付けられるものの一部分か残っていただけだが、頭部右側にも剥離した痕跡

が残っている。鏡板の残存部から、それか周縁を１段厚くしてそこに密に粘土粒を貼り付けて

鋲を表現した写実的なものであったことか知られる。

　このｆ字形鏡板に取り付く手綱はほとんどたわむことなくタテガミと鞍の前輪が接するとこ

ろまで延びている。その断面形は三繋の帯とは区別され、細くて高さがある。タテガミは前輪

上端に弧を描いて収束してくることがかろうじてわかるが、前方の形状はわからない。また、

前輪上端から再び跳ね上がるように見えるのは、手綱の延長表現かあったことを示すのだろう。

　鞍の前輪、後輪は相似形で、後輪の方がやや大きく作られている。側面か垂直に立ち、弧状

の上縁との境が角をもつ。その表裏には鞍金具その他の装飾を何ら付けない。

　騎乗する部分は粘土を厚く貼り足して鞍獅を表しているが、下縁は前輪、後輪の下端とほぼ

同じ位置までしか及ばない。この右側の鞍裾の下から２本の吊紐か垂れ、それに下げられる形

で足掛け板が表現されている(PL. 20-左下）。本個体はその板の表現は突帯状に退化しており、足掛け板

本来の形状からかなりデフォルメされていると判断できる。なお、本例は左体側を大きく失っ

ているが、鞍栂の剥離部分から下に続く部分に同種の足掛け装置がないことは明らかである。

この足掛け装置が載っているのが障泥であり、馬の体側のもっとも横に張り出たところから下

向きに板状の粘土を貼り付けて表現している。前方は馬の前脚の後方に当てて接着を強化して

いるのに対して、後方は隅を四角く欠いた形で後脚から離れて作られている。

　尻繋は背中の中央に載せられた雲珠を中心に展開し、幅のある突帯で表現されている

（PL.20－上）。雲珠は12脚のようであるが、多くの脚が剥離しており、正確にはわからない。後

輪の付け根から雲珠へと延びた２条の帯は、本来は別の帯であるはずの尻尾の下を回りこむ長

い帯と一連で作られている。杏葉は雲珠の左右および後方に計３個吊り下げられている。
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　　　　　　　　　　　　　１：６

　雲珠は伏鉢を有する型式を中空の半球形粘土を貼り付け

ることで表現し、脚はボタン状の粘土を貼り付けるだけで

表している。杏葉は瓢箪形の輪郭を粘土紐で表し、周囲に

計７個のボタン状粘土を配したものである。ボタン状粘土

が紐の上部でなく輪郭に接して貼り付けられていることか

ら、これは鈴を表現したものであり、瓢箪形も本来剣菱形

杏葉の表現であったと思われる。埴輪の表現だけからする

と、垂下のための革帯はなく、雲珠脚に直接取り付けてい

るように見える。

　尻尾は先端を小さく上に折り返す表現となっているだけ

である。中空に作り、基部を梢状に尻に差し込むように固

定している。

　脚は粘土紐の積み上げで成形したもので、後ろ左脚付け

根に見る擬口縁状の部分（PL.20－右下）から見ると、まず

脚を４本作っておいてから胴部をその間に渡すように作っ

ていったことが知られる。胴部を渡す前に前後２本ずつ股

間で固定する作業がおこなわれたことが窺える。胴部は内

面に何ら成形の痕跡が残らないほど、丁寧にナデを施して

　　　　　　あり、成形の具体的な手順についてはわからない。ただし、下部は縦方向のナデが顕著なので、

　　　　　　両足付け根から徐々に中央に向かって腹部を延ばしていったことが想像でき、それより上位は

　　　　　　ナデが垂直に近くなるので今度は横方向に積み上げていって、その後ナデの方向から判断して

　　　　　　背は尻側から閉じていったものと思われる。

　　　　　　　その過程で尻尾が取り付けられる最後部は円形に開放された状態にしておき、背部完成後、

　　　　　　尻尾付け根を差し込むようにして塞いだのであろう。

　　　　　　　首側は背部と同時に胸を上に延ばしていき、下から40cmほどのところで、前方へ折り曲げて

　　　　　　15cmほど水平に延ばし、その両側面を頭部の接合に使用している。

頭部の固定　頭部は内面に鼻筋方向に直交するナデが明瞭に残っていることから、粘土紐を重ねて板状に

　　　　　　したものをＵ字形に折り曲げて顔の大枠を作りそれを首と胸延長部に固定するように作ってい

　　　　　　るものと思われる。鼻先の部分は粘土板で塞ぐようにして作られている。このような成形のだ

　　　　　　めに、頭部の下面は開放されたままになっている。

　　　　　　　こうして全体を成形した後、馬装やタテガミ、あるいは耳や目の表現を加えたと見られる。

　　　　　　目は刳り抜きによる表現で、右目の下半分のみ残る。鼻の穴と口はヘラで線を刻むだけである。

　　　　　　なお、脚上部の胴部側面に開けられた４個の円形透かしや尻尾の下の小さい透かしはいつ開け

　　　　　　られて、何に用いられたかはわからない。

　　　　　　　最終的な調整は、脚部や胴部にはよくハケメが残っているが、主として鞍の部分や障泥、あ

　　　　　　るいは背や頭部はナデが丁寧に施されている。焼成は堅緻なところと甘いところがともにあり、

　　　　　　色調はややピンクかかったベージュ色である。赤色顔料は塗布されていないと判断する。
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３発楓調査の成果

馬形埴輪2 (Fig､38・39、PL.21 -上）鞍の表現をもちながら、三繋構造を備えておらず、手綱

のみ表現した馬である。脚部は同定できるものがなく、頭部もほとんど残っていなかったが、

胴部が比較的残っていたために復元した。全長95.7c・、全高69.5cniである。

　胴部は馬形埴輪１や馬形埴輪３とは異なり腹側か四角く張る特徴がある。その分、胴部の断

面はつぶれた感じになる。胴部の外表は側面に目の粗い横方向のハケメが残るが、腹部と背面

は丁寧に横方向のナデが施されている。その上に鞍の前輪と後輪が直接取り付けられている。

ともに側面が垂直で、上方の輪郭との間に角をもつ。胴部体側には馬形埴輪１同様、円孔が左

右２個ずつ開けられていることがかろうじてわかる。タテガミは半月形の形状で、後方の先端

は鞍には届かず首に収束する。タテガミ前端の形状についてはまったくわからない。

　頭部の成形は、馬形埴輪１同様、胸の上部を延長した部分を顎の内側に当てるようにして固

定している（PL.23－右下）。その状態を見やすいように頭部の半分は復元していない。顎は表側

に段をつけて強調してある。頭部及びタテガミはユビナデによる丁寧な仕上げとなっている。

　この頭部に見られる馬装は、鞍を除くと手綱か１条残るだけである。手綱の断面形は台形で
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３発掘調査の成果

比較的細く作られている。口元の構造は馬形埴輪３をもとに復元したが、手綱はそこから左側

面を前輪中央に向かって延び、さらにその延長が鞍を越えたところから再び始まり、胴部右側

上面を通って尻尾の下へと回りこんで止まるかたちに復元できる。鞍の前輪と後輪の間には何

も表現されていない。

　尻尾は、馬形埴輪１同様、先端のみ折り返した中空の作りで、やはり梢状にした基部を差し

込んで胴部に固定している。

　色調は白っぽいベージュ色で、焼成はやや甘い。

馬形埴輪3 (Fig､40・41、PL.2卜下）鞍の表現はないが、馬形埴輪２と同様に左口元から後方

に向かって手綱が１本延びている馬である。やはり脚部の遺存度は悪く、すべて復元である。

これに対して、胴部上半の残りは比較的よい。ただし、タテガミは残っていない。復元した部

分をすべて含め全長は97.0cm、全高は67.7C111を計る。

　頭部は左側面がほぽ残っており、手綱とそれを止めるための２条の帯が表現されている。手

綱と口元の帯とは直接つなかったように表現され、鏡板や轡に似た特別な構造を要さなかった

ことか知られる。結びっける程度だった構造を反映しているのだろうか。

　この頭部はほかの馬形埴輪と比べてやや細長く作られているか、これも下面が開放されるよ

うに背と胸の延長に固定し、鼻先だけ塞ぐというものになっている。目は輪郭か少し盛り上が

るように刳り抜いたあとで整えられているが、鼻の穴と口はヘラで刻むだけの表現である。口

の切り込みはしっかり側面にまで及んでいる。また、顎の部分か立体的に表現されており、以

上の特色から馬形埴輪３の顔のっくりは総じて写実的であると言えよう。

　手綱は頭部左側面から背中を斜めに横切り尻の右側へ及ぶもので、断面は方形に近い。鞍が

ない分、背を通して手綱が右後方まで途切れずに表現されている。

　胴部は残存部から考えると、かなり長くなると思われる。全体に表面の肌荒れが目立つが、

頭部は丁寧なナデによって仕上げられているのに対して、胴部は尻にかけて横方向のハケメが

顕著に残っていることが指摘できる。体側の円孔は残っていない。

　色調は黄味を帯びたベージュ色で、焼成は甘い。

馬形埴輪4 (Fig.42・43-14･15、PL. 22)、馬形埴輪１と並ぶ飾り馬であるoA区の掘割りから

各部の破片が比較的まとまって出土したが、完形に復元するには躊躇された。

　頭部付近の破片を図上で合成し、頭部右側面を作ったものがFig. 42-4である。タテガミは

断面がＴ字形になるように端部の両側に粘土を貼り足して作られ、両側面には線刻を密に施し

てある。そして、先端には大きく棒状に束ねた表現が付くことが知られる。

　４以外に頭絡を残す破片を２点図示した。これらはいずれも左側面の破片と思われる。５は

手綱と面繋の表現であり、すぐ左側に鏡板が接続するものと思われる。６は左側面の目元付近

の面繋と見られる。それには直交する頭絡が辻金具で留められている様子か写されているが、

辻金具の伏鉢部と脚部の問に責金具を表す細い粘土紐を付けてあることかわかる、轡や鏡板の

特徴はよくわからないか、１に劣らず写実的な表現が採られていることが知られよう。ただし、

面繋の帯は手綱とあまり差がないように見える。

　この馬にともなう鞍は、断片が残るだけで全形は推測しにくい。鞍橋の７は前輪か後輪かわ

からないが1.2cinの厚みをもち、弧状の上縁が比較的スムーズに側縁へと移ることかわかる。い
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っぽう、８と９はともに後輪の根元部分で、８が左側、９が右側のほぼ対称箇所の破片と見ら

れる。８は前方には鞍侭が粘土を厚く貼り足すことによって表現してあり、後方へは、尻繋の

２条の帯が延びている。両帯は延びる方向か異なり、上側の帯の延長には馬の背中央の雲珠が

想定される。なお、その付け根には脚と責金具状の造形が加えられている。いっぽう、下方の

帯は尻の下を巻くものになると思われる。これに対して、９は後方の雲珠へ延びる尻繋の１本

が残存しているだけで、後輪も剥落している。いっぽう、尻繋の馬装と見られるのか10である。

尻繋の帯の下に円板を貼り付け、その上面に粘土粒を貼り付け、周囲に沈線をめぐらしている。

これは鈴付きであることを示すのではなく、鋲と縁金具を表したものと思われるが、鋲頭の粘

土粒は剥かれたままである。下半がまったくわからないが、剣菱形杏葉の上半部と解される。

　11は障泥の左上端付近の破片である。障泥を吊り下げる紐が4cmほど残っているが、その先

の状況については摩滅のためはっきりしない。残っている長さ以上に紐は延びなかったように

も見える。障泥自身は胴体に板状の粘土を貼り付けて垂下されたものであることを表現してい

たと思われるが、その周縁は粘土をさらに貼り足して、１段厚くしている。 13は端が脚部に接

続しているから、右体側の障泥上端の破片と見られる。12は鞍侭の端部の表現と見られる。鞍

侭全体を厚く貼り足すのではなく、障泥の端部の表現同様、周縁にだけ断面三角形の粘土を貼

り付け、形態を模写している。

　14の特徴から尻繋は馬形埴輪ｌと異なり、尻尾の下にあけられている円孔の下側にもう１条

の尻繋が回るより豪華な馬装であることが知られる。先の８とよく対応する。ここでも帯の断

面形は台形で、全体を平滑にナデで仕上げてある。

　尻尾はその他すべての馬形埴輪同様、差込式になっているが、先端を失い本来の全体像はわ

からない。胴部からある程度延ばしてきたところで差し込みをおこなっている。

　15は馬４の脚とほぽ認定できるものである。底面径10cmで寸胴な形状を呈する。外面にタテ

ハケメが顕著に残る。内面にはナデが施されている。

　馬形埴輪４は色調がピンクかかった栓褐色であることから、同一個体を識別しやすい。焼成

はやや甘い。赤色顔料か塗布されている可能性がある。

馬形埴輪5 (Fig､43-16～20、ＰＬ.23）頭部は左側面が比較的残りがよく、16と17の２片からお

およそ復元可能である。16に見るように鼻先は他の個体と比べて短い。面繋は剥離等のためわ

かりにくくなっているか、馬形埴輪３同様、口元に２条の突帯を回すだけで、鏡板や辻金具な

どの馬具表現はもっていない。その２条の帯のうち後方の帯から体側にかけて帯が２条延びて

いる。そのうち上側の突帯は、おそらく斜めに上がっていき耳の後方で巻いてタテガミの下で

収束する頭絡であろう。これに対して、下側の突帯は下顎のラインとほぼ平行に後方へと続く

手綱を表現したものと見られる。17がその一部となるのであろう。またその裏側を見ればその

他の馬形埴輪同様、胸前面の延長部分か前へ折れ、下が開放となった頭部であることかわかる。

　馬５には小さく表現された18・19の鞍が載ると見られる。これまでのその他の鞍では側面か

ほぼ垂直になるようなしっかりとした形のものであったのに比べて、著しく簡素な半月状のも

のとなっている。騎乗用ではない鞍を模しているせいかもしれない。鞍の存在と頭絡の存在が

関係するならば、馬形埴輪２にも頭絡があった可能性があろう。

　20は右前足の付け根から胴部にかけての破片と見られる。側面の円孔が一部残っている。21
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３ 発掘調査の成果

（PL.23）は前脚、後脚どちらかわからないが、脚上端をつなぐに際し、厚い粘土塊を用いて丁

寧に固定していることがわかる。焼成はやや甘く、黄褐色でナデ調整の顕著な個体として比較

的容易に識別できる。

小型動物(Fig､44～46、PL､24・25) 22は左後方部の破片か比較的多く残っていたため、ほぽ同

一個体と認定できる破片を用いて全形を復元した小型動物である。南掘割りからまとまって出

土した。後脚の股間は接合しておらず、前脚の胴体との接合角度は胸側からのラインを重視し

て決めた。耳やツノの復元はすべて24の個体から推測した。

　復元された全長56.8cin、高さ39cm。前脚は股間までの長さ17cmを計る。成形は粘土紐を積み

上げて作った上開き気味の四脚を腹でつなぎ、そこから粘土板を順に積み上げて尻の方から胴

体を作っていったと思われる。そして、最後に頭部の成形にかかり、口のところで閉じて全体

の成形を終えているようである。耳やツノの付加はその後であろう。

　胴体は馬形埴輪よりも厚く、脚の付け根は内面に縦方向の強いナデを加えている。胴部側面

の４個の円形透かしは、胴部中位にまで上がっている。尻尾はここでも梢を用いた接合をおこ

なっているか、後ろから見て左に寄っている。また、尻の穿孔は尻尾の接合をおこなったあと

に実施されていることがわかる。尻尾自身は欠損している。

　前脚から胸へと進んだ前方の成形はそのまま下顎へと進むが、本例は胸と顎の間に断面か三

角形になる粘土塊を貼り付けて、首の皮のたるみを表現しているところに特徴かある。頭部は

円形に刳り抜かれた目から先の部分しか残っていない。鼻先は著しくすぽまるが、摩滅のため

鼻の穴の表現の有無は不明で、前面にヘラで刻まれた口の表現を残すだけである。

　外面全体に丁寧なナデを施してあり、ハケメの残る箇所はない。色調は白っぽいベージュ色

で、赤色顔料の付着と見られる部位もある。焼成も堅緻だが全体に作りは厚い。

　23は頭部から胸にかけて残る小型動物埴輪片である。鼻先にかけて著しくすぼまる形状で、

目を大きく円形に刳り抜いている。鼻先には刺突による鼻の穴１対に加え、やや開いた形の口

の造形か見られる。断面を見ると、頭部が非常に厚くなっているのは、全体の成形の最後に開

口部を塞ぐように頭部を作るためであろう。

　ここでも、顎から胸にかけての部分に断面三角形の大きな粘土の貼り付けかあり、首のたる

みを表現している。外面全体をナデて仕上げている。

　24が22の復元のもとになった小型動物の頭部上半の破片である。これも南掘割り出土。右目

が円形にあけられ、さらに耳を取り付けた孔がある上に、小さな突起が耳の付け根の上に貼り

付いている。断言はしづらいが、この突起は鹿の角のように長いものが欠けたのではなく、現

状でほとんど残っている状態と見ることか妥当である。目の部分は輪郭に多少膨らみを持たせ

てある。

　このツノの特徴と、先の22と23に見られた首の造形から、いずれも鹿の埴輪と見るよりも、

牛と見る方が正しいように思われる。

　これらとは異なる種類であるが同じく小型動物に属する破片かある。25と26がそれである。

26は左端に目を表す円孔の一部か残り、その後ろに耳の付け根が残っている。耳はあらかじめ

開けておいた孔に柄状部分を差し込み固定している点では、本古墳出土のその他多くの動物埴

輪と同じであるが、その梢状部分と外に突出した耳が板状を呈することか大きく異なる。また、
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第Ⅲ章音乗谷古墳

　　　ツノの表現もないことから、大形埴輪であろうと思われる。25も同様に平たい柄状部分を差し

　　　込んであり、図右側には目の円孔が一部残る。本破片はかなり深くまで椚状部分か入っている。

　　　27以後は種別の同定の難しい各破片である。27は一端が頭部に挿入されていたことのわかる

　　　もので、反対の一端は斜めに切られたように端面をなし、外面は丁寧なナデで仕上げられてい

　　　る。挿入部を含め全長7.2cmと短いことからすると、馬以外の埴輪の耳と考えざるをえないし

　　　犬でもない。

　　　28は先端か尖る動物埴輪の耳であるが、馬か小型動物かも含めて同定不能である。類似の破

　　片は少なくない。

　　　29は動物の尻で右側の破片である。尻尾が破片左上に付くこと、そしてすぐ下に円孔があく

　　　ことがわかる。表面にハケメが密に施されており、焼成は堅緻である。尻繋が残っていないか、

　　　馬形埴輪Ｉに同定できる可能性も捨てきれない。

　　　30、31も尻から股間にかけての破片である。これらは基本的にナデ仕上げとなっている。

　　　32は大きさからみて小型動物の脚と見て間違いない。これもナデ調整で仕上げている。

　　　33は馬の脚だが同定できない。底径7cmで上方に向かってやや広がる。内外面ナデ調整であ

　　　る。これに対して、34は外面にハケメが残るが同じく馬形埴輪の脚部破片であろう。

　　　　これら筒状の脚に対して、逆漏斗状の破片で同じく動物の脚になりそうな破片がいくつかあ

　　　る。このうち２点のみ図化した。35は接地する面を意識した端部の処理をおこなっているのに

　　　対して、36は端部が四角く単純に終わる。ともに外面にハケメが残る。おそらく図の天地と逆

　　　方向に粘土紐を積み上げて作ったものであろう。脚とは関係なく、特殊な器財あるいは高杯や

　　　器台などの土器を形象化した埴輪片かもしれない。

　　　鳥形埴輪(Fig. 46、PL.25－右上）37は鳥形埴輪と見られる。中空で首が長く内面にナデの痕跡

　　　が縦位につくことから輪積み成形と考えられる。首の成形を終えてから、円錐形の嘴をつけて

　　　いる。摩滅が著しく嘴に線刻か認められる以外は何ら具体的な造形は残っていない。

　　　鶏冠や肉垂がついていたかはわからないが、首の長さや頭の小ささからすると鶏を表現した

　　　ものでなくて水鳥を表現したものと考えられる。

　　　南掘割りから出土している。

物　人物埴輪(Fig. 46、PL. 26)数ある動物と比べると、人物埴輪と見られる破片はきわめて限ら

　　れる。

　　　38は復元するとやや上すぼまりの円筒状になる破片で、上端が斜めに切られたように仕上げ

　　　られている。粘土紐の輪積みで成形されており、外面には一部縦に剥離痕が残り、その位置の

　　　頂部がもっとも高くなる。それ以外の外面には縦方向のハケメがよく残っている、これらの特

　　　徴から、後頭部の垂髪が剥離した男子人物頭部と推測する。南掘割りから出土。

　　　39は鼓形の残存部分から人物埴輪の肩から首の部分の破片と考えられる。輪積みによって肩

　　　をすぽめてそのまま輪積みで上開きの頭部の成形に移っていったことが観察できる。内面には

　　　粘土紐の継ぎ目とその際のナデやオサエの痕跡がよく残る。残存部位には顔面や衣装、装身具

　　　の痕跡は残っておらず、どちらか正面であるかも不明である。南掘割りから出土している。

　　　40は、先端か詰まった中空棒状の破片で、やや反り返った表現となっている。反対側は柄状

　　　に差し込むようにして何かに取り付けられていたことかわかり、倭小気味の人物の腕の表現で
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第ｍ章音乗谷古墳

子　あろうと思われる。衣装や指の表現はない。これも南掘割りから出土しており、どの馬形埴輪

　　　にともなうかはわからないが馬子の片腕と考えることかできよう。

　　　45は、裾開きの形状をした破片で、裾の径は21､2cmを計る。裾近くの内面にはっきりとした

　　稜がつく。外面は摩滅が著しいかハケメ仕上げと見られる。欠損している上部で何か別の部品

　　と接合していたとすると、人物埴輪の上衣の裾かとも思われるか、あるいは裳かもしれない。

　　そのどちらにしても、内側に円筒形台部があったとするならば、造形上これほど長い裾は不自

　　然である。茨城県周辺に見られる上下分離式の人物埴輪にでもなりそうな破片である。しかし、

　　出土位置は南掘割りではなく墳丘北西斜面であることから、人物埴輪と見ること自体できない

　　かもしれない。

　　　41から44は２本一組の沈線で文様を刻んだ破片である。41は人物埴輪の足の部分と思われる。

　　中ほどに断面台形の突帯がめぐり、それより上では何かか剥がれた跡が縦方向に観察される。

　　突帯より下では２本一組の沈線で斜格子文が充填されている。突帯は足結とも見られ、突帯よ

　　り下はゲートル状のはきものの表現かもしれない。しかし、上方の剥離部分に付いていたもの

　　は想像できない。なお、赤色顔料の塗布を考慮すると、天地を逆に考え、大刀形埴輪の柄と鞘

　　の連接部分の造形とも受け止められなくもない。墳丘東南斜面黄褐土からの出土であり、掘割

　　り出土の一群からそれほど離れていない。

　　　42は横方向にのみ緩やかな湾曲をもっているが沈線の施し方から41と同―個体の破片になる

　　可能性が高く、出土位置も同じである。

人

円形輪郭の

双脚輪状文

　43と44は２本一能の沈線が格子状に施されている破片である。何を模しているのか判断がっ

かないが、43は上下左右に湾曲をした薄い破片で、内面は下半のみヨコハケメが強くかけられ

ているのに対して、上にすぼまるせいで内面上半にはハケメがなく、ユビナデ調整となってい

る。この様子から、冑のような頭部表現と思われる。これも墳丘東南斜面からの出土。

　これに対して44は図の上端に円形の首様のものか続くことがわかるもので、人物の肩や胸の

一部分と思われる。沈線の形態は桂甲や肩甲の表現であろうか。表面にはタテハケメが比較的

残るのに対して、内面はナデやユビオサエの痕が顕著である。43と同一個体かもしれないが、

盗掘坑内から出土している。

双脚輪状文形埴輪〔Ｆｉｇ､47、PL.27) Fig. 47には双脚輪状文形埴輪を載せている。縮尺は46の

み６分の１、他は４分の１である。46はもっとも残りかよく形象部分を完形に復元できた。南

掘割りから出土したものである。左右の長さは約37.8c・、盤状部の上下の径は約27.5cinである。

向かって左側に上下対称形の蕨手状部分をつけた円盤状の造形で、中心に径9.6c・の円形の孔を

あけ、前面にのみ線刻文様を施す。形象部分は板状の形象都をほぼ作り終えてから、円筒都に

接合したのではなく、円筒部から連続的にかたち作っていったように観察される。そのため、

形象部分は下半が断面円形の本体に鰭状の張り出しを付け加えた形となるのに対して、上半は

背面から盤状形象部を支える形となっている。なお円筒部はまったく残っていない。

　表面の模様は、円孔とΩ形の外側輪郭に沿って平行する２本線の間を短い刻線で埋めた梯子

状文様を施し、その間を三角文様で満たすものとなっている。そして円盤部分のみ内向きの三

角文様の内部を頂点に集まる縦線で充填する。そのうち、隣り合う三角文が接して有軸の綾杉

状表現に見えるところもある。
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第Ⅲ章音乗谷占墳

　47は46とは別個体の双脚輪状文形埴輪である。右端にかろうじて円孔の一部分が残る。輪郭

は46同様、梯子状文様で縁取るが、短い刻みは剌突状になっている。梯子状文様で挟まれた内

部は連続三角文様で満たしていることは変わらないか、盤状部と双脚部での鋸歯表現の違いは

46ほど明瞭でなく、内部を充填する三角文様は双脚部にも及んでいる。石室盗掘坑の中から出

土した。

　48は双脚部と盤状部との接点付近の破片で、円孔の縁取りの一部と、双脚部付け根の縁取り、

そしてそれらに接する平行線を充填した三角文様か残る。これらの特徴により、上述２者とは

異なる個体であることが判明する。南掘割りから出土している。47とよく似ている。49もほぽ

同様の破片であり、右端に円孔の一部が残る。図の下端に残る沈線は三角文様の一辺と見られ

る。これも南掘割りからの出土である。50は部位を特定できないか、51は背面の円筒部の接続

状況から盤状部右下部分の破片と見られる。表面には梯子状文様が直交している表現が残り、

左には内部を充填した三角文様の一部か見られる。墳丘北西斜面から出土している。

　以上の破片のうち、47と49は同一個体である可能性もあるので、音乗谷古墳出土の双脚輪状

文形埴輪は46に類するものが最低３個体、それらと異なる梯子状文様の直交する51を加えて４

個体は存在したと考えられる。いずれも、投褐色の胎土で他の形象埴輪とは区別される。

　52は撹褐色の胎土から46や47と同一個体になる可能性がある円筒部破片である。表面にハケ

メが残っていない。上端に斜めの線刻か１本あるか、文様の一部かどうかはわからない。墳丘

北西斜面からの出土である。

杖　玉杖形埴輪(Fig. 48～50、PL.28～30）従来、石見型盾形埴輪、あるいは、石見型埴輪と呼ばれ

　　　てきたものを本書では玉杖形埴輪として扱う。その意味では円筒部もいくらかは棒状の杖部分

　　　を象っていると考えられるが、便宜上、左右に板状に広がった上半部に対して形象部と呼称す

　　　る。音乗谷古墳からは大型品と小型品の大別２種類の玉杖形埴輪が出土している。このうち前

　　　者はｌ点、後者は2.屯形象部を復元しえた。

大型品 　53が大型品で円筒都もある程度復元できた個体である。復元された全高は99.8clを計る。

　形象部は小型品と比べると相対的に幅広く、下締背面に補強のための突帯がつく。形象都の

長さ71.5～72.0cm、上辺幅146.5c・を計る。両側締の半円形刳り込みを挟み小さく鮪状の突出をも

つ中間の帯状部分は、２本一組の沈線により上下と分けられ、全体で３段構成となっている。

ただし、鰭状突出部分はほとんど残存していない。頂辺中央はツノ状の突起をもち、その問を

Ｕ字形に扶る。また、輪郭を縁取る２本一組の沈線は中間の段にはない。

　円筒部は形象部との境に突帯をもち、そのさらに約12cni下にも１条突否を回すか、それより

下の部分にはこれと同じ間隔では突帯が回らないことかわかる。円筒都のハケメか向かって左

上から右下に斜めに走ることからすると、本製品が円筒部を先に作ったのち、天地をさかさま

にして形象部の成形に及ぶ倒立技法を用いていることは明らかである。

　形象部表面は円筒状の中央部を除いてほぼ全面にナデが丁寧に施されていて、板状の部分に

はハケメはほとんど見えない。これに対して、円筒部のハケメは消そうとした痕跡かない。

　この種の製品によく見られる小孔は、両側縁に沿って４個ずつ、そして中央にそれらと位置

をずらして３個上下に配されていると復元できる。中には貫通していないものもあるが、断面

形は方形で、斜め下向きにあけられている。
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第Ⅲ章音乗谷古墳

　色調は全体にやや黄昧がかったベージュ色で表面に赤色顔料が残存している。焼成はやや甘

い。南掘割りからの出土である。

　54は小型品である。Ｃ区の墳頂で円筒埴輪とともに出土した個体である。大型品に比べると

形象部中段の鰭状突出部分が相対的に大きく表現されている。暗赤褐色の色調と硬質の焼成が

特徴で、盾面上半の残りは比較的よいものの、下半は両翼部が残存しているにすぎない。その

うち左側の下端隅角は斜めに切り落とされている。断面形によく現れているように、形象部は

円筒の両側に水平に粘土板を貼り付け、それと円筒部の前面で形成されている、頂辺のツノ状

突起部分にはＵ字形の粘土帯を貼り付け、指で押圧して表面に変化をもたせている。このほか、

盾面中央のＵ字形刳り込みを挟むように上下２段の沈線の帯が水平に刻まれている。粘土帯と

沈線以外には盾面の装飾はなく、斜め方向のナデが全面に施されている。ただし、円筒部は八

ケメが比較的よく残っており、ナデはあまり丁寧におこなわれていない。内面は上半では縦方

向のナデが顕著。背面の円筒部上端はＵ字形となっている。

　小孔は両側縁に沿った位置では中段で確認できるか、下半の板状部には明らかに認められな

い。ただし、残存はしていないか、おそらく上半の左右板状部にはあったと考えられる。一方、

中軸沿いではまず上段に１個確認できるが、中段以下は残存していないので不明である。あっ

ても、あとひとつくらいであろう。小孔の形は方形である。

　円筒部はまったく不明である。法量は形象部の長さ56.0cm、上辺幅39.0cmを計る。

　55も54同様の小型品である。形象部周囲の残りは比較的よいが、それ以外はほとんど残って

いない。頂辺のツノ状突起部分にＵ字形に粘土帯を貼り付け、指で凹凸を付けていることか唯

一の装飾と言えるもので、翼状部下端の隅角は左側を見るとやはり小さく切り落としてある。

形象部は全面ナデで仕上げている。小孔は両側に３個ずっあけられていることかわかるが、中

央にどれだけの小孔があったかはまったく不明である。この小孔も断面は方形である。形象部

の長さ57.5～59､5cm、上辺幅38.9cmを計る。

　出土地点は南掘割りである。表面に赤色顔料か残存している。

　Fig. 50には復元しえなかった玉杖形埴輪の各部破片を掲載した。67を除きいずれも小型品に

属する。形象部の破片はどれも表面にナデの痕跡かよく残っており、裏面もナデによって仕上

げられている。

　56と57はともに頂辺の残る破片である。56はツノ状突起に粘土帯を重ね指で押圧しており、

54・55の2､exと共通する表現であるが、その左右の頂辺に沿って２本一組の沈線を刻んでいる

点が異なる。この沈線は側縁には続かない。これも長方形の小孔が残る。左右対称として復元

すれば、形象部上辺の幅は40cinとなる。Ｂ区からの出土で、表面に赤色顔料を塗布する。

　57はツノ状突起上端が斜めに切られていて、半円形の刳り込みに沿うＵ字形の粘土帯の貼り

付けはない。かわって、頂辺に沿って梯子状文様を刻んでいる。刳り込みは8cmにも及ぶ深い

ものとなっている。ナナメナデが丁寧に施された表面に長方形の小孔が１個認められる。焼成

は比較的堅緻で、栓褐色を呈する。復元すれば形象部上辺の幅は32.8cmくらいになるだろう。

石室盗掘坑から出土している。

　58も頂辺の残る板状部の破片と見られる。57同様梯子状文様を水平に刻むが、短い刻線は57

と反対に右に傾く。なお、残存部位には小孔は残っていない。南掘割りから出土している。
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発掘調査の成果

59は56と同一個体ではないがほぼ同工のＵ字形刳り込みか部分的に残る破片である。粘土帯の

貼り付けがもっとも下がった都分の直下に方形の小孔が認められる。

　60と61は小片だが形象部中央付近の破片と思われる。ただし、天地は不明。60には左端に刳

り込みが一部残る。また、61は小孔が残るもので、右側側緑との距離か短いことから中段の破

片と判断しうる。

　62は中段右側線の刳り込みの一部とそれから続く錯状突起を残す破片である。表面に２本一

組の沈線を刻むことは54や56と同じである、この沈線のすぐ下に小孔が残る。Ｂ区から出土し

ている。表面に赤色顔料が残っている。

　63～66は形象部下端の翼状部片である。63と65も赤色顔料を塗布しており、65が長方形の穿

孔を１個残すのに対して、63はこの部分に穿孔かないことが明らかである。前者が55に対応し、

後者は54に対応することかわかる。いずれも表面には丁寧なナデの痕跡か観察され、65の隅角

はわずかではあるか小さく切り落としていると見られる。63と64はともに翼状部分右側下端の

破片であり、これらも、隅角を小さく切り落としている。

　67は形象部から円筒部にかけての破片である。大きさと器壁の厚さから大型品の基部と思わ

れる。残存状況か悪く、背面から見た実測図を復元的に載せた。円筒部上端の復元径はL6cinで

ある。

　円筒に取り付けた形象部の残りはわずかである。円筒部断面及び内面の観察から突帯の直下

あたりにもともとの基底部かあり、基部完成後天地を逆にＬて、その上に上半の粘土を積んで

いったことか知られる。突帯はその際の強化の役割も担っていることかわかる。外面にはハケ

メがよく残り、焼成は甘く、淡褐色を呈する。南掘割りから出土している。赤色顔科残存。

　以上の各破片のうち、60・61・64・66は砂粒を多く含み、サーモンピンクの色調を帯ぴてい　玉杖の配置

ることか共通し、いずれもＢ区より出土していて同一個体の可能性かある。

　これに対し67は南掘割りからの出土で、53とともに、大型品は人物、動物埴輪群とともに使

用された特別なものであったことが推測される。これに対して小型品は墳頂各所に樹立された

のであろう。

蓋形埴輪{Fig. 51・52、PL､31・32－上）蓋形埴輪には大別２者かあり、68だけか大きく異なる。

　68は破片から復元的に図化したものである。いずれも同一個体の各部である保証はない。立　５世紀の蓋

ち飾りは文様にあわせて長方形の透かしを１枚につき２個ずっあけたもので、周囲にっく鱗状

飾りは線刻をもたない。４枚の羽根は受け部からの剥離面を下面にもっており、そこには接着

を強化するためのヘラによる刻みが確認できる。傘部に差し込む心棒やその先端に付く受け皿

部はまったく残っておらず、傘部の破片も見当たらない。台部は円孔の一部か残り、内外面と

もにナナメナデにより仕上げられている。各破片とも、表面に赤色顔科が残存している。

　これは立ち飾りの特徴や全体的な形状から見て、５世紀前半の蓋形埴輪と見られる。遺物へ

の細かな注記がなく、保管中に混入した可能性か高いと見られるか、古い時期の埴輪が新しい

古墳へ持ち込まれる例もないわけではないので、掲載しておく。

　69～73が音乗谷古墳から出土したことが確かな蓋形埴輪の各部破片である。69～72がすべて　６世紀の蓋

立ち飾りの破片である。68に比べかなり立ち飾りの形状かくずれたもので、立ち飾り本体と外

側上部の鱗状飾りが一体化して大きくなったものに内側の鰭状飾りが小さく表現される形であ
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Ftg.52音乗谷古墳蓋形埴輪(2) 1：４

る。線刻も２本一組の弧線か２組ずつ付けられているだけで、71ではそれか１本線に、そして

72では片側だけに残っている。それでもそれぞれ表面は丁寧なナデ調整が施されている。色調

は灰栓褐色である。

　この種の立ち飾りにともなうと考えられる台部が73である。表面に不定方向のハケメが残り、

内面にはナデやユビオサエの跡が顕著に残る。これ以外の傘部や受け部の破片はまったく採取

されていない。

　これらはＢ区からも出土しており、小型の玉杖形埴輪同様、各所に置かれたものと推測でき　蓋の配置

る。その場合、円筒埴輪に載せてあったことも十分考えられる。

家形埴輪(Fig. 53、ＰＬ.32－下）74～78が家形埴輪の破片と認められるものである。74を除く

いずれも同一個体である可能性が高い。



第Ⅲ章音乗谷古墳

　　　　　　　74は垂直の壁面状のものに斜めに貼り付けていた部位かはずれた形をしており、あえて言う

　　　　　　なら家形埴輪の軒の部分と考えられる。しかし、沈線の施し方はあまり例を見ないものである。

　　　　　　少なくとも、以下の75～78とは胎土、焼成においても明確に異なるものであり、注記もなく混

　　　　　　入の可能性も捨てきれない。

　　　　　　　75～78が隅丸方形の平面形の家形埴輪軸部の破片である。暗灰褐色を呈し焼成は良好である。

　　　　　　どれも、底面より3cmほど上がったところに断面低台形の突帯を外側にめぐらす。75には沈線

　　　　　　で縁取られた長方形透かしが突帯のすぐ上にわずかに認められ、入口部分の表現と見られる。

　　　　　　77は隅部分の破片であろう。いずれも斜めないし縦方向の不規則なハケメが外面によく残って

　　　　　　いる。また、内面の基底付近は指による押圧が顕著におこなわれている。78も図左端がコーナ

家の配置　一に近いことが観察される。いずれもＢ区からの出土であり、Ａ区南掘割りから出土した大量

　　　　　　の形象埴輪とは異なる地点、墳頂での使用がまっさきに考えられるものである。

　　　　　　靭形埴輪(Fig. 53、PL.33－上）79～81が靭形埴輪の破片である。古墳時代後期に通有の奴凧

　　　　　　形の靭の埴輪である。79と80は矢印状に表現された矢が板状破片に刻まれたもので、79は鏃が

　　　　　　計５本描かれている。長頚鏃を模していることはほぼ確かであろう。表面にはハケメがよく残

　　　　　　る。これに対して、80は表面の摩滅が著しく鏃の線刻も消えかけている。

　　　　　　　81がこれらの板状の鏃表現部分を挟む翼状部分の破片のうち、左側の破片と思われる。斜め

　　　　　　の刻みを入れた覆輪状の表現で縁取り、その中を上向きの弧線で充填している。この翼状部分

　　　　　　と鏃表現部分とかどのように接続するのか不明であるが、鏃表現部分は残存する範囲ではきわ

　　　　　　めて平坦なことから、矢筒本体を構成する円筒の前面が上端でそのまま翼状部分へとつながっ

　　　　　　ていくのに対して、板状の鏃表現部分は円筒部をまたぐように左右の翼状部分の間に固定する

　　　　　　しくみであったと思われる。79と81がＢ区からの出土であり、やはり墳頂にあったものと見ら

　　　　　　れる。これらはともに焼成が良好で、色調もよく似ている。

５世紀の盾　盾形埴輪(Fig. 53、PL. 27-右下）82は灰褐色でその他の埴輪と比べるとひと目で胎土が異なっ

　　　　　　ていることのわかる破片で、蓋形埴輪68同様、長い間の保管期間に混入してしまった可能性か

　　　　　　高いものである。盾形埴輪盾面の一部で、裏に一部円筒部が残る。盾面の輪郭と相似形の無文

　　　　　　の内区を２本線で囲み同じく２本線からなる外側の区画との間に鋸歯文を充填した盾形埴輪で

　　　　　　ある。鋸歯文は有軸の綾杉文を充填するものである。鋸歯文の向きか反対であるか、宮崎県西

　　　　　　都原171号墳出土の盾形埴輪と共通する特徴か多いことから、68同様、５世紀前半の製品と見た

　　　　　　方がよい（高橋1993)。乳白褐色で焼成はやや軟質である。

器種不明

埴　　輪
　これに対して、83はＡ区から出土したことが確かで、胎土も文様もともに双脚輪状文形埴輪

と類似している。ただし、直線的なー辺が残り、直交する梯子状文様も双脚輪状文形埴輪には

比定しにくい特徴と言え、ここでは盾形埴輪の隅の破片として報告する、内側には内部を線で

充填した鋸歯文が刻まれている。もちろん、盾形埴輪に比定できる以上、盾持人の一部である

可能性もあることになる。南掘割りからの出土である。

　84以後の破片は器種の同定かできない器財埴輪の破片である。84は２本の並行する沈線が残

るも、残存する端部の形状からは何の埴輪かわからない。85は無文で鰭状の外形をもっが、天

地を含めかたちを復元できない。

　86はナデで調整したやや湾曲のある破片に粘土を帯状に貼り足し、その上を指で連続的に押
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　　　　　　さえたものである。13の馬形埴輪の障泥に用いられた貼り足し方に似るが、ユビオサエの有無

　　　　　　が大きく異なり、器種を同定できない。出土地点も不明である。87は円筒埴輪に似るか、器壁

　　　　　　が薄く、径も11.8cmと著しく小さく、外面にはハケメが残らない。丁寧なナデが施されている

　　　　　　ことから形象埴輪の一部と理解した。Ｂ区からの出土で、墳頂での使用が想定される。

倒立技法　円筒部(Fig. 54、PL 33-下X　Fig､54には形象埴輪の円筒部を集めた。どれも倒立技法によっ

　　　　　　て作られており、いずれかの器財埴輪になると思われる。88は突帯を２条残すもっとも残りが

　　　　　　良いもので、両突帯間は心心で23caiと長く、下腿の突帯に近い位置に径の小さい円孔をあける。

　　　　　　おそらく上部の突帯のところが形象部との境で、もっとも狭くなった円筒部の径は12.8cm。小

　　　　　　型の玉杖形埴輪の基部であろう。黄白褐色で焼成は甘いか、表面に赤色顔料か残る。Ｂ区出土。

　　　　　　　89～91は基部の破片である。89と90は88と同じく小型で、89が径19.0c・、90が径18､4clに復元

　　　　　　できる。ともに基都が外側に広がっている。89は幅の広い粘土帯上の押圧はあまり顕著でない。

　　　　　　檀褐色で双脚輪状文形埴輪の基部の可能性かある。盗掘坑内から出土している。これに対して、

　　　　　　90は粘土帯が狭く、押圧は比較的はっきり凹凸を見せている。また、内面に横方向のハケメを

　　　　　　施している。ベージュ色を呈し、小型の玉杖形埴輪の基部にあたると見てよい。Ｄ区からの出

　　　　　　土で焼成は堅緻。これらに対して91は径が22011と大きく、また裾が広がらず、別種類の埴輪の

　　　　　　基部と見られる、ただし、これも端部には薄く粘土帯を貼り付け、一押しずつ押圧をおこなっ

　　　　　　ている。焼成はやや甘く、ベージュ色を呈す。Ｂ区出土であることを評価するなら、大型玉杖

　　　　　　形埴輪が人物、動物埴輪樹立区に限定される可能性から、それとは別種の埴輪と見る方がよい
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かもしれない。

②円筒埴輪〔Fig､55・56、PL.34～36〕

　音乗谷古墳から出土した円筒埴輪はすべて普通円筒に属するもので、朝顔形埴輪は１点も存　朝顔不在

在しないことか注目すべき特質となっている。図化したものは21点であるか、Ｃ区の埴輪集中

域にあった92を除き、原位置に立っていたものはない。

　はじめに全体的な特徴を説明し、その後で、目立つ一群の抽出を試みたい。

形態すべて４条突帯５段構成に作られていると復元できる。底部からほぼ一一様な傾きで上に

向かって開いていく。全長がわかるものは92・94・99・106の４点であるか、ばらつきも大きく

平均で54.6cni。口縁部径は平均23.9c・、底部径165cmとなる。

　透かしは第２、３、４段にＺ孔ずつ上下で直交する向きに穿つのを典型とするが、106のよう

に第３段には省略しているものもある。透かしの径は比較的大きい。

　突帯は台形断面で大ぷりなものか目立ち、とくに上｡側の稜が突出する。ただし、貼り付けに

あたって何ら貼り付け位置の目印を付けていないせいか、大きくうねるようにナデ付けられて

いるものも少なくなく、ナデ付けのひとなでひとなでが良く見えるものもある。

　割付をおこなっていないため、突帯の間隔も個体内でさえまちまちであり、100に見るように

口録部のラインの水平が重視されていることがわかる。

　口縁は基本的に断面コ字形の単純な仕上げとなっている。端面を整える最終のヨコナデでは

あまり強い力を入れておらず、端部際までハケメが明瞭に残る個体が多い。

外面調整外面調整は粘土紐の積み上げ後、直接縦位のハケメを下から上にかけて、下部から

徐々に仕上げていき、口縁部のハケメを最終的にかけて終わっている。そして、突帯の貼り付

けは口縁まで作ってからおこなっていると考えられる。音乗谷古墳出土の円筒埴輪の外面調整

には以下のようにいくっか注意される点がある。

　まず、最初に施されるタテハケメが、基部の端からきっちり施されている個体があるいっぼ

う、H2のようにハケメのかかっていない外面が広く残るものも見られる。一方、ハケメ自身は

開始点をらせん状にずらしなから効率よく下から上に順に進んでいるように見えるものもある

が、多くは92や93のように開始点が不規則に並んでいることが観察されるものである。

　また、この中にハケメの傾きが上に向かって右に傾いているものか少数ある。これは左手で

下から掻き上げる所作によるもので、比率から見ても左利きの工人の手になるものであること

は明白である。

内面調整内面調整は相対的に丁寧で、粘土紐の痕跡はナデやユビオサエで消されほとんど残

っていない。口縁部付近にのみいずれも横方向にハケメを施しているが、それ以外のところへ

のハケメの施し方にはばらつきがある。

底部調整底部に特別な調整を施した個体はわずかしかない。しかし、107と108は痕跡として

は微かであるか、板状のもので抑えたために、ハケメが消え、断面もやや薄くなっている。こ

れらを除くと、底部は外面に一次タテハケメ調整を施すだけである。

群別それでは、音乗谷古墳の円筒埴輪の中で特徴的な群についていくつか説明を加えること

にしよう。

　Fig. 55の92～98が上に掲げた各項目においてもよくまとまりを見せる一群である。これらを

93

円筒埴輪

の特徴
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円筒埴輪
１　　群

第Ⅲ章音乗谷古墳

１群と称する。それは、以下の特徴を共有し、洗練された感がある。目の細かいハケメ（ＰＬ.36－

左下）を外面に丁寧に何度も施し、さらに内面にも縦方向のハケメを施す。内面のハケメは縦

方向に適宜施されているか、その後のユピによる調整でほとんどか消されている。色調は淡褐

色でややピンクないし紫かかるものもあるか、焼成か堅緻な仕上がりを見せる。胎土に角閃石

と見られる黒色粒子が目立って含まれる。突帯は突出の大きなシャープなもので、あまりぶれ

のない端正な貼り付けがなされている。なお、92に見える×印のヘラ記号は図示したその他の

個体には見られないが、同じ群に属すると思われる別の破片にも同様に施されている。大きさ

は底径15､5cm～17.6cin、口縁径は92と94ともに22.8cm、高さは92が■52.8cm、94が50.6aHを計る。

　ヘラ記号を重視すると、99は形態か若干異なるが、同じ群に含めることも可能かもしれない。

しかし、焼成は甘く、胎土中の黒色粒子か少ない。また、内面には口縁部以外縦方向のハケメ

がなく、大きさも第１段がかなり高く、全高も60.4cmと高い。突帯の突出度がやや弱いことか

らも別の群としておく。底径は14.9cm、口縁径は23.7C111を計る。

２

３

群　Fig. 56の100～103が１群についで個体数の多いもので、紫褐色～視褐色を呈し、焼成は良好

　　　で堅緻な仕上がりとなっている。これらを２群としよう。突帯も大ぶりで突出度の高いもので

　　　あるか、突帯の貼り付けはかなりいびっでうねっている。透かしは小ぷりで、ハケメは目の粗

　　　いものを使用し、外面タテハケメはかなり斜行し（ＰＬ､36－右下）、内面は口録部付近のみほぼ水

　　　平に近く斜めに施している。100の口径は約26cmを計る。

群　104・105は突帯が低くて平らなことが大きな特徴で、明視褐色の軟質に焼きあがっている。

　　　３群とする。104の口縁径は約31.0cmを計り、大きい。

　　　以上の３群以外は１個体あたりの情報か少ないか、あるいは同じ群に属する個体が少ないの

　　　でこれ以上の群別呼称は控えたい。

　　　　106・108・112が左利き工人の手になる製品で、106は完形に復元しえた。106は最上段外面に

　　赤色顔料が付着している視褐色の個体である。下から３段目に透かしをもたないという特徴か

　　ある。突帯は重厚。ハケメは目が粗く、比較的規則的に施している。器壁は1.1cm平均で厚い。

　　　　これに対して、108は底部に板で抑えたような調整か認められる上、ハケメもあまり規則的で

　　　なく、106とは別工人による個体と見られる。

　　　　112は上掲のいずれにも認められなかった第１段内面のナナメハケメがもっとも大きな特徴で

　　ある。外面のハケメもかなり不規則で、かつ底面近くまで施そうとする意識が希薄である、そ

　　のため、底面から2cmほどの外面には粘土紐を作る際に押し当てられた台の木目が付いたまま

　　となっている。下から8cmほどのところに貼り付けられていた外面の突帯は本古墳出土品の中

　　では珍しくはずれている。16.2cmの底径で上開きの器形や調整の特徴はそれか円筒埴輪の中で

　　は異質な部類に属し、形象埴輪の一部である可能性も残っている。

　　　　107は108と同様、外面ハケメ調整が基底部付近で消されているところからも、底部調整が施

　　　されたことが確認できる個体である。突帯は小ぶりで、高さ13cmと高い位置に貼り付けられて

　　　いる。

　　　　109～1nにも類型化しにくいが比較的残りのよいものを掲げた。109は基部、口録部ともにな

　　　く、暗褐色で焼成は良好。突帯はやや低い。 110は器壁が厚く白褐色のもの。突帯は低い。底径

　　　15.4cmを計る。111は第１段部分での器壁が1.5cmを計るもっとも厚手の円筒埴輪で、外面のハケ

％



３ 発掘調査の成果

メと内面のナデの及ばない調整前の粘土肌が露出しているところか目立つ。突帯は低い。淡褐

色で焼成は良好。底径は19.7cmに復元でき、径ももっとも大きい部類に属する。

樹立位置との関係以上に紹介した円筒埴輪の群別と出土位置とはいかなる関係にあるのだろ

うか。墳頂出土品を除くと、樹立位置か限定できるものはないのであるが、掘割りや斜面から

出土しているものも本来の樹立位置をある程度保っていると考えて、やや詳しく検討したい。

　Fig. 28と29に円筒埴輪の番号を付記したように、本古墳からもっとも多く出土している１群

の埴輪は、Ｃ区とＤ区の埴輪集中地点で出土した円筒埴輪の大半を占めている。また、Ｃ区と

Ｄ区の埴輪同士か接合した93のような存在がある。99が１群と近いものであると述べたが、そ

れを加えてもよければ、少なくとも墳頂の北側半分の円筒埴輪はすべて一つの工人集団ないし

ー人の工人によってまかなわれていた可能性が指摘しうる。製作の段階であらかじめ、配置す

る地点まで決められていたのであろう。

　それ以外の類型は、ほとんどか掘割りを中心にＡ区からの出土であり、Ａ区出土品には墳頂

と比べると多様さか目立つ。これは、墳頂に並べる埴輪は裾に並べるものに比べて重要視され

ていたことを示すのかもしれない。１群に見られる洗練された特徴かその想定を支持する。

　これに対して、群別できなかった多くの円筒埴輪が形象埴輪の一群とともに南掘割りから出

土した。裾にめぐらしたであろう円筒埴輪はあまり重視されていなかったのか、配列の仕方か

あまり厳格なものでなかったことを示しているのだろうか。

　それでも、２群や３群のように比較的量のまとまるものがあり、これらが形象埴輪集中樹立

区に付随するものであったかもしれない。それ以外があちこちからの流れ込みであったとすれ

ば音乗谷古墳の円筒埴輪は基本的に群別と樹立位置に相関かあったと見られよう。

（２）須恵器(Fig. 57～58、PL.37)

　須恵器はその多くが本来石室内に納められたものと考えられるが、それ以外にも墳頂その他、

墳丘での祭祀に用いられたものもあったと思われる。そこで、盗掘坑内から出土したものと墳

丘から出土したものに分けて図示する。

盗掘坑内出土須恵器(Fig. 57) 1が有蓋高杯の蓋である。環状に近いつまみがつき、肩には弱

く稜がつき口縁端部に面をもつ。内面天井部に同心円状の当て具痕跡がある。口径15.7cm、高

さ5.5cmを計る。２もおそらく１と同様有蓋高杯の蓋と見られるが、つまみの有無は不明。外面

の稜の下にはっきりと凹線がめぐり、１よりも箱形の形状であることが知られる。復元口径は

14.2cm。3は無蓋高杯の身の部分。外面に２条の突帯がめぐり、その間に櫛状工具による斜め

刺突が密に施されている。復元口径はn.2ciD。

　4～8はすべて杯の身部であるが、４、５以外はいずれも有蓋高杯の身と考えられる。４の

蓋杯は口縁部径12.9cm、高さ3.5cni。体部外面は全体の３分の２を削っている。受け部の短さや

口縁部の短さ、杯部の浅さなどから他より型式的に新しいことは明らかである。５も細片であ

るが、４とほぼ同様のものであろう。６～８は基本的に同型式に属する有蓋高杯と見られる。

６は残存部端にかろうじて脚部の剥がれた跡が残っているか、長脚ではない可能性もある。

　外面の削りの範囲は３分の２、立ち上がりは外反気味で、端面を丸く収める。形態的には陶

邑のTK10型式期の特徴を有するが、６の口径は10cmに満たず、７は口径9､2cm、8は8.6cinとい
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３ 発掘調査の成果

ずれも小さい。６、７の杯部内面には当て具痕が見られる。

　9～11が高杯脚部である。9、10はともに２段３方向透かしの脚部の上部であるが、明らか

に型式学的に先後関係にあるものである。９には残存する範囲で２条一組の沈線が２段にめぐ

り、10にはそれがない。10の内面には絞り目が顕著に認められる。以上の特徴から９がTKIO、

10がTK43型式と見られる。おそらく９に対応する11は器壁が薄く、下段の透かしが残るもので、

透かしの下縁に接して２条の沈線がめぐっている。脚端部は外側に面をもって、接地部分が下

方に引き出されている。

　12は球形の胴部をもつ壷の破片であるが、全形は窺い知れない。胴部上半の器壁がとくに厚

く、肩部に沈線が１条めぐる。胴部最大径は11.4cmである。

　13は胴部最大径7.0cinの小型で薄手の壷形態の破片であるが、これも全形はわからない。また、

14も器種不明で長方形ないし三角形の透かしか入る小型の脚部の破片である。端節は丸く折り

曲げ、脚部外面にはカキメが見られる。底径9.0cm。

　15は台付壷。台部は胴部との接合部分が細くくぴれ、そこから大きく広がりながら踏ん張る。

上半に３方向の長方形透かしがあけられ、透かしの下で屈曲するところに沈線が１条めぐる。

胴部はやや張る肩部に沈線が２条めぐり、下半はカキメがよく残る。口頚部はほとんど残って

おらず、有蓋か無蓋かは不明。脚部の高さ8.3cin、復元全高28cm、胴部最大径15.2cmである。16

は15とほぼ同形の破片である。上端に長方形透かしか一部残る。底径W.Ocmを計る。

　17は上端にわずかに長方形透かしの下辺が残っており、２段透かしの台部であることが知ら

れる。器壁は0.9cmと厚く、脚端部は面をもって広かっている。下段の透かしは三角形で、上段

ともに４方向で、それらを千鳥に配置している。三角形透かしの下で脚部は一度屈曲するか、

その直下に沈線が１条めぐる。この屈曲部より上には外面にカキメをよく残している。底径

18.0cmである。

　18は同一個体に属するいくつかの破片から復元的に図化した装飾付器台である。いわゆる高　装飾付器台

杯形の器台で、身部と脚部からなる。鉢形の身部の口縁端部を水平に拡張し、そこに偶像を基

部を介して貼り付けるようにしてある。ひとつの基部しか残っておらず、偶像本体の形は知り

えない。表面は指で整えている。

　身部は外面に上から２条、１条の沈線を施し、その間に波状文をめぐらせる。上段の波状文

はかなり重複するように２重にめぐらせたものであるのに対して、下段は１重で済ませている。

脚部はかなりのぴて長くなった段階のものであり、端部近くにいたってほぽ直立するように踏

ん張っている。脚端部は面をもっが、歪んだのか水平な接地面を形成していない。残存破片か

ら推定して、おそらく図のように沈線によって６段に分割される形態であったと思われる。分

割の沈線はいちばん下のものを除き、基本的に２条１組となっている。各区画には波状文を１

ないし２周回し、その後三角形の３方向透かしを千鳥に配している。底径23.7cn]、口縁径26､１ｃｍ、

復元全高26､5cmである。

墳丘出土須恵器{Fig､58) 19は蓋杯の蓋の破片。天井部は丸みをもち、稜をもたず、口縁端部

も丸く収めるだけである。先の４、５に対応する型式とみなせる。復元径14.8an。20は蓋杯か

高杯の身部の破片。立ち上がりは低く、復元される径も10.4cmとかなり小さい。21はナデで仕

上げられた細蟹の壷である。全体を推し測ることができないが、特異な器形のものと思われる。
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22は有蓋台付壷の口頚部の破片である。下端は壷胴都との接点にあたる。口縁端部は欠損して

いるか、蓋受け部から立ち上がりがわずかに分岐していることがわかる。外面は上方に沈線を

１条めぐらし、それより上に振幅の少ない波状文を１周めぐらしている。蓋受け部での径125C111

を計る。

　23は晟の頚部の破片と見られ、外面にカキメが残る黒褐色の硬質の破片である。TKIO型式と

見られる。24～26は高杯の脚である。24は器壁が厚く、裾広がりの脚部外面は下端から2.8c・の

ところで一度屈曲している。透かしは２段３方向の長方形透かしと思われるが、下段しか残っ

ていない。復元底径14.2cm。25はFig. 57-11とほとんど同形に復元されるもので、３方向２段

透かしのうち、下段の透かしが残っている。透かしの上下に沈線による区画がめぐる。復元径

12.5cni。26は上段の透かし部分が残っている破片で下段透かしとの聞に２条の沈線がめぐる。

24がTKIO、25・26がTK43型式とみなせる。27は甕の口縁である。外面を１条ないし２条の沈

線で区画した中に、波状文を績かく施している。復元口径:4S^ciiである。

　以上の須恵器はその多くか本来石室内に副葬されていたものと考えてよい。ただし、27の大

甕をはじめ、いくつかは墳丘頂部や裾部などに置かれていたものも含まれていると考えられ、

とくに埋葬施設盗掘坑内から出土しているものの中には、もともと墳頂で用いられていたもの

が、盗掘によって落ち込んだものもあった可能性がある。また、TKIOとTK43の新旧型式の共

存も注意か必要である。

　　　（３）金属製品・管玉(Fig.59・60, PL. 38)

　　　副葬品のうち金属製品としては、鉄製武器と鉄製工具、そして金銅装馬具がある。Fig. 59に

　　　は鉄製武器と工具を、そしてFig. 60には金銅装馬具とその関係の遺物を載せてある。

　　　鉄鏃は大半か断片化しており、さらに鋳化により原形がわかりにくくなっていたが、接合と

鏃　Ｘ線撮影などにより概報作成時に比べいくらかは形状か知られるようになった。鏃身部の残っ



発掘調査の成果３
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　　ているものを見ると、７の１点を除いて細根式の長頚鏃であることがわかる。その中でも左右

　　両側に逆利のつく柳葉形の長頚鏃がもっとも多く、１点のみ刀子形の鏃身をもっものがある。

　　柳葉形のうち、１が唯一頚部の長さが知られるもので、5.4cmを計る。また、鏃身部の長さは先

　　端から逆利の先までで2､４ｃｍ程度を計る。５については１～４と形状が異なることは知られるが、

　　逆利も含め全体を予測できない。これらの頚部の断面は長方形である。それらに比べると平根

　　式の７は頚部の断面がより平たく作られていることがわかる。７は鏃身部下端がまっすぐで逆

　　刺はつかない。それでも、頚部は長頚鏃と同様な形態に作られていたであろうと思われる。

　　　　8～15は頭部の中間部分の破片と思われるが、中には工具の柄の破片が含まれているかもし

　　れない。9・10は薄い作りであるが、４の鏃身とともに出土しており、これらは本来同一個体

　　だったかもしれない。

　　　　16～22の７本が頚部から茎部にかけての破片である。いずれも関はやや外に張り出し、直角

　　　の段がつくものである。茎部の断面は隅丸方形であるが、末端に近づくにつれて円形になる。

　　　19～22には矢柄の木質か一部茎部の上に残っており、21はその上を巻いていたであろう樹皮も

　　　わずかに残っている。

　　　22は16～21のいずれとも接合せず、１をあわせて茎部から鉄鏃は最低８本あったことになる。

　　　23～28が大型の刀剣類の断片である。そのうち23～25は明らかに大刀の身の破片と認定でき

剣　る。これに対して、26と27は剣の破片と思われ、大刀に比べて刃先か薄いことが知られる。28

　　　は角張った一端が残る厚みのある破片で、大刀や剣の柄の部分ではなかろうか。

　　　29～35が小刀、ないし刀子の各部の破片である。29～31は刃の部分で、29のような小型のも

子　のとそうでないものとに分かれる。32～35の中で34がその小型の刃をもつもので、脊側には関

　　がつかない。柄部分の長さは5.0cm、幅0.7cm、刃の幅は0.8C111である。これ以外は33が多少不鮮明

　　であるが、いずれも脊側にも段のつく型式と見られる。32は柄の形が現状では湾曲しているが、
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発掘詞査の成果

その上に残る柄の木目かそれにかかわりなく平行に走っているので、本来の形状を留めている

と考えてよい。なお、柄尻に近い部分に有機質のものを巻いたような痕跡を残している。柄の

幅は先細りで刃先の幅は1.4cmである。33も同様に柄の木質か付着しているもので、柄部分の長

さは5.0cin以上、柄の幅は0.8cinを計る。

　36～43が施を主とする工具類である。36と37が大型、そして38～40が小型の鎧と見られるか、

認定に誤りかある可能性が残る。36は刃の近くまで木質か残っている。37は他のものに比べて　エ　　具

刃の形状がある程度明瞭に読み取れる。小型の３点はいずれも刃部が釣状にめくれるもののよ

うである。

　41～43は鉄製工具の柄と思われる。41は上側が断面長方形、下側ほど円形になっていて、周

囲に木質か付着している。 42も同様に木質か付着しているか、断面は細い。43は平たい断面形

で竪であろうか。

　44は鉄地金銅張の十字文楕円形鏡板の破片と見られる。下画の縁と十字文の連接する部分で、

鉄製の縁金具と十字文を楕円形の鉄の地板に重ねた上から１枚の金銅板で覆う型式である。緑　馬　　具

金具の上には現状で３個の鋲が密に打ってあり、鋲の頭には銀を被せてあるように観察される。

これ以外の鏡板の破片やセットになる杏葉の破片はまったく採集されていない。

　45が床面裸床上でいくっかの脚の破片とともに出土した辻金具の中心部分の破片である。半

球形の伏鉢形を呈し、鉄地金銅張で作られている。四方に脚かつくものであるが、いずれもは

ずれている。伏鉢の高さ1.2cm、直径3.5cmである。46～51が２のような辻金具につく脚の破片で

ある。いずれも３本ずつ鋲を打ってあり、それとその内側の責金具で三繋を留める仕組みにな

っている。脚の形状は46や51のように外側に広がるものと47や50のようにほぼ矩形のものとが

あるが、その差は明らかでない。鋲はそれぞれ３本ずつあり、よく見ると、どれも同じように

いびつな配置であけられている。同工であることか示されていよう。鋲頭の取れたものも多い

が、残っているものには銀被せの状態かわかるものがある。また、51は唯一責金具が１本だけ

鋳着している。残存具合からすると最低２個体は辻金具があったと見られよう。

　52～57にその責金具を図示したが、そのうち52～54のみ銀が被せられたまま残っていた。銀

の表面には縄目状の凹凸か付けられていて、52からそれか綾杉状に見えるように２本一組で使

用されていたことがわかる。55～57がその銀被せがはずれた鉄の芯部分の破片で、51に遺存し

ているものと共通である。

　58は幅1.5cmの細長い鉄板に鋲が打ってある破片。馬具かどうかわからないか、吊金具の一種

と見られる。金銅装、銀張は確認できない。59は断面円形に近い鉄棒のいっぽうの端が環状に

二股になっているもの。轡か引手の一部と見られる。

　60は碧玉製の管玉である。濃緑色で、表面は平滑である。長さ２ｃｍ、径0.5cmを計る。穿孔は　管　　玉

片面からおこなっており、裏側での孔の位置はかなり端に寄っている。
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